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第１章  総則 

第１条  本会は，日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会と称する。 

第２条  本会は，日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門の舞踊担当者および，本会に参加の意志の
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        ３．舞踊の研究集会，協議会，発表会等の開催 

        ４．舞踊の年報，図書その他印刷物の刊行 

        ５．その他，本会の目的達成のために必要な事業 

第３章  組織 

第５条  本会は，次の地区に分ける。 

        北海道・東北，関東（山梨県を含む），北陸（長野県を含む）・東海（三重県を含む），近畿・ 

        中国，四国・九州（沖縄県を含む） 

第４章  役職員 

第６条  本会に次の役員を置く。 

        会長１名，副会長１名，事務局長１名，理事４名，監事２名 

    役員は，原則として，北海道・東北１名，関東３名，北陸・東海１名，近畿・中国１名，四国・九

州１名の候補者（大会担当２名を含む）を地区ごとに推薦し，総会において承認する。 

第７条  会長，副会長（編集委員長を兼ねる），事務局長は理事の互選による。 

第８条  会長は，会を代表して会務をつかさどり，保健体育・保健研究部門の理事を兼ねる。 

第９条  副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときはこれを代行する。 

第10条  役員の任期は２年とし，留任を妨げない。但し，補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。 

第５章  会議 

第11条  本会の会議は，総会，理事会とする。 

第12条  総会は，年１回会長がこれを招集し，会員の二分の一以上の出席をもって成立する(委任状を含む)。 

総会では，次の事項を議決する。議決は，出席者の三分の二以上の同意を得なければならない。 

        １．予算・決算 

        ２．規約改正 

        ３．その他重要な事項 

        会長が必要と認めたときは，臨時に総会を招集することができる。 
第13条  理事会は，会長がこれを招集し，総会に提出する議案を審議するとともに予算・決算ならびに事業

について協議し執行する。 

第14条  理事会は，研究会等の事業を執行するために，当番大学を設ける。 

第15条  全国創作舞踊研究発表会および研究会等の当番大学は，当番大学が必要と認めた場合，隣接大学と

の協力において事業を執行する。 

第６章  会計 

第16条  本会の経費は，会費および寄附金による。 
第17条  会費は，一人年間５，０００円とする。 

第18条  本会の会計年度は４月１日から始まり，翌年の３月３１日に終わる。 

第７章  その他 

第19条  本会の内規は，総会において参加者の三分の二以上の同意を得なければ，これを改正することはで

きない。 
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教員養成と舞踊研究会への関わりを通して 

 

坂下玲子(元熊本大学) 

 

 

退職にあたり舞踊研究会より巻頭言の執筆依頼を頂戴し、改めて舞踊教育学研究を創刊号か

ら読ませていただいている。錚々たる先生方が巻頭言、論文を投稿されており、これまでこれ

らの論文や研究報告に多くのことを学ばせていただいた。  

熊本大学教育学部に助手として採用していただき、39 年間教員養成の仕事に携わってきた。

赴任当時は大学院修了から 1 年しか経っておらず、学生と関わる授業の時間は楽しかったが、

自分の勉強不足、力の無さを痛感させられることが多かった。そのような中で、舞踊研究会は

会員の多くが教員養成に関わられており、先生方がどのような内容をどのように指導されてい

るのか、またどのような視点で研究をされているのか、すべてが自分にとって学びの機会であ

った。舞踊研究会の全ての回に参加してきたわけではないが、西日本での開催を中心に参加さ

せていただいた。舞踊作品発表会の授業作品は、自分が指導している学生と同じ教員を目指す

学生さん達が様々なテーマで生き生きと踊る姿に、どのように指導すればこのように学生が踊

ることができるのかと思いながら見せていただいた。また、質の高いクラブ作品を観ることも

楽しみであった。さらに、ダンスの様々な分野の一流の先生方が担当されるワークショップも

とても魅力的であった。 

舞踊研究会の役割について、舞踊教育学研究第 3 号において、当時の会長の松本富子先生が

「舞踊研究会は、舞踊教育に関わる指導者組織であり、学会的活動を展開している研究会であ

る」「本研究会は、教育実践と研究についての交流を進めて舞踊教育学を前進させると共に、ダ

ンスに関わる重要な議論の場」（松本、2000）と述べられている。会員の先生方が教員養成とい

う同じ方向性を持った研究会であり、時折参加させていただいても、いつも温かい雰囲気があ

り、自分の目の前の課題について学び、質問や議論のできる貴重な場であったことを再確認し

ている。 

最新号に掲載された研究プロジェクト実行委員会による「舞踊研究会の今後の発展方向性」

においても、「共通の悩みを持ち寄りディスカッションしながらお互いの実例を持ち寄って、問

題共有・情報共有し、場合によっては問題を解決して帰ることができる点」に参加価値を認め

ている会員が多いことが示されている（清水他、2025）。また、「43 年間（71 年間）もの間、

舞踊研究会研究者が、エネルギーを持って繋げてこられた奇跡のような時間」「万難を排し、大

会運営を行ってきた結果の成果」（清水他、2025）によりこの会が続いてきたことが記されて

おり、これまで会を支えてこられた先生方、役員の先生方に心より敬意を表するものである。

私自身舞踊を専門とするものではなかったが、舞踊研究会においてダンス・表現運動の授業づ

くりに大きな学びを得てきた。教育学部教員数の削減、非常勤講師の時間数削減により、今後

舞踊を専門としない者がダンス授業を担当することが増えることが予想される。舞踊研究会の

もつ研究の蓄積、ディスカッションによる課題解決への門戸が、より多くの者に開かれること

を望むものである。 

赴任以来、例年 1 月末から 2 月に開催されていた熊本県学校ダンス発表会に保健体育専攻学
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生がダンス授業の延長として授業作品を発表してきた。最初は女子学生のみの参加であったが、

カリキュラムの変更を踏まえ男子学生も参加するようになり、3 年次開講のダンス授業で創作

した作品に１、２年生も加えての発表を継続してきた。新型コロナウイルス感染拡大による県

の発表会の中止を受け、本研究会の「ダンス作品」のオンライン上演に３年生が参加させてい

ただき、学生がとても喜んだ。そして第 44 回全国創作舞踊研究発表会は、福岡教育大学の清水

知恵先生が中心となり福岡で開催してくださり、コロナ禍で発表の機会がなかった 4 年生有志

を含む保健体育専攻学生が 3 年生を中心に作品を創作し発表させていただいた。他大学の作品

を直に見る機会は学生たちに刺激を与え、大きな学びに繋がったようである。  

実技で採用されたこともあり、教科内容の実技の時間を大切にしてきた。自分にとって、学

生とじかに関わり生の反応を楽しむことができる貴重な時間であった。小学校教員免許に関わ

る教科内容の「体育」は、未来の小学校教師となる学生たちにとって、子どもたちが最初に体

育と出会う時間を指導するための授業として赴任以来大切にしてきた。  

赴任当時は小学体育Ⅰ・Ⅱが必修で開講されており、小学校で扱う 6 領域を 30 コマで扱っ

ていた。それが、教育職員免許法の改正等に伴う学内のカリキュラム改正により小学体育Ⅱは

選択（残したのは音楽・体育のみ）となりその後の廃止、さらに数年前からターム制の導入も

あり教科内容の講義は 1 ターム（8 コマ）となった。もちろん保健体育科は反対したが多勢に

無勢であった。後期開講のため、器械運動・陸上運動・ボール運動・表現運動を 2 コマずつ。

表現運動にあまり触れていない学生や、何をさせられのかと身構えている学生もいるかもしれ

ない、2 コマの中で表現運動の楽しさや意義を体験してもらいたい、体つくり運動にも少しは

触れたい等々、強い思いをもって臨んできた。 

 2022 年度の授業改善アンケートに、一人の学生のコメントがあった。「表現運動の領域の授

業がとても楽しかったです。運動が苦手で保育園の頃から嫌だなと感じていた体育の時間を、

人生で初めて楽しいと感じることが出来ました。もともと存在する踊りを完璧に再現すること

は難しいですが、授業の中で取り組んだように、思い思いの踊りをすることは難しくありませ

んし、心から楽しむことが出来ます。体育を教える上での大切な心構えに気付くことが出来ま

した。」コメントを読みながら思ったことは、表現運動の特性の持つ力である。中村なおみ先生

が舞踊教育学研究第 26 号の巻頭言で述べられている「A 体つくり運動、G ダンスは、競争・記

録・勝敗をねらいとせず、運動そのものの面白さや喜びを味わう」「学校体育における体育の役

割は、身体・動き・運動の面白さを体験し、その後の人生でも自らの身体と向き合い対話し、

問い続けられる知を学ぶことにあると思う」（中村、2025）に強く共感する。「身体や動きとの

対話を学ぶ体育の基盤」（中村、2025）であるこれらの領域が、教員養成や学校体育においてこ

れからも大切にされることを心から願うものである。  
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1920年代におけるマッジ・アトキンソン(Madge Atkinson)のナチュラル・ムーブメントの指導内容 
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An Analysis of the Instructional Content of Madge Atkinson’s Natural Movement in the 1920s 

 

Shiho HIROKANE, Shimane University 

 

Key Words: natural movement, Madge Atkinson, dance education, 1920s, teaching system 

 

Abstract 

This study aims to analyze Madge Atkinson’s dance teaching practices in the 1920s , focusing on the 

following aspects: ①The structure and characteristics of Natural Movement ②The instructional 

content of Natural Movement ③The educational value of Natural Movement ④The role Natural 

Movement played in dance education and girls’ education  The results are as follows: 

①Natural Movement created basic postures and their variations by combining spatial configurations 

with bodily movements. Spatial exploration involved positioning the body in front-back, left-right 

and high-low directions. The fundamental designs were formed through combinations of limb flexion 

and extension, trunk torsion and weight shifting. ②Instruction emphasized moving in harmony with 

music and expressing emotions through full-body movement, using exercises based on natural 

motions found in daily life. ③The coordinated movements of the toes, limbs, and trunk in these 

exercises were recognized for their educational value in improving conditions such as hallux valgus 

and underdeveloped abdominal muscles. ④Atkinson’s dance education contributed to a shift toward 

a new form of dance education that integrated thought, movement and emotion. Moreover, the 

Natural Movement played a role in addressing physical impairments caused by footwear and corsets 

that artificially shaped traditional ideals of feminine beauty. 

 

要約 

本研究の目的はマッジ･アトキンソンの 1920 年代のダンス指導実践を以下の観点から分析することで

ある。①ナチュラル･ムーブメントの構造と特徴②ナチュラル･ムーブメントの指導内容③ナチュラル･

ムーブメントの教育的価値④ナチュラル･ムーブメントがダンス教育と女子教育に果たした役割。以下

が明らかにされた。①ナチュラル･ムーブメントは空間の構成と人体の運動を掛け合わせて基本姿勢や

バリエーションを作った。空間の構成では前後･左右･高低のどこに人体を配置するかを探究した。腕や

脚の屈曲や伸展･体幹の捻転･体重の荷重の組み合わせで基本的なデザインが作られた。②日常生活の自

然な運動を用いたエクササイズによって音楽と調和して動くことや、感情を込めて全身で表現すること

が指導されていた。③エクササイズにおける足指の動きや四肢と体幹の連動が外反母趾や腹筋の未発達

を改善する点に、身体の教育としての価値が認められていた。④アトキンソンのダンス教育は思考と運

動と感情を統合的に働かせるダンス教育への新たな転換をもたらした。ナチュラル･ムーブメントは伝

統的な女性の身体美を人工的に作る靴やコルセットによる身体の不全を改善する役割も果たしていた。 

 

(Institution) 

Address : Faculty of Education, Shimane University 

1060 Nishikawatsu-cho, Matsue-shi, Shimane, 690-8504, JAPAN 
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1.本研究の動機と目的 

1-1.研究の背景と本研究の位置づけ 

 20世紀初頭に欧米で生まれたナチュラルダン

スは1910年代後半から1920年代の日本において

舞台芸術だけでなく学校体育にも受容されていっ

た。後述するように、荒木直範(1894-1927)のよ

うな欧米に留学した日本人ダンス教育研究者が著

したダンス指導書やそれらの指導書に掲載された

ダンス教材等を指導する教員研修などを通して、

欧米の指導者達の先行実践やダンス教材などが摂

取され普及していった。このような受容過程で、

ナチュラルダンスの教育理論、運動理論、教材は

どのように取捨選択されたのであろうか。この疑

問の解明に迫るためには、欧米へ留学した日本人

ダンス教育研究者が欧米のダンス教育の先行実践

から何を学んだかの記録と先行実践者が遺した実

践記録の原典とを照合する必要がある。 

その事例として、本研究は日本人ダンス教育研

究者荒木直範とナチュラルダンスの教育の先行実

践者マッジ・アトキンソン(Madge Atkinson,18

85-1970)との関係に焦点をあてる。 

荒木直範は、欧米からダンス教育理論やダンス

教材を移入し、それらを「體育ダンス」と命名し

て著書や初等・中等教育教員を対象に日本各地で

開催した講習会や教員研修会等を通して普及させ

た人物である。東京女子体操音楽学校専任教員で

あった荒木は大正12(1923)年に初等・中等教育

教員を主な読者層とした著書『體育ダンス精義』

を出版し、体育としての運動を目的としたダンス

の総称である「体育ダンス」の教育目的や教育理

念、ダンス教材や指導方法等について解説した。 

荒木は、欧米留学によって新たに知り得た欧米

各国のダンス教育の状況を大正15(1926)年に刊

行した著書『體育ダンス敎材集第壱編』の冒頭に

「體育ダンス理論の補足1)」として記した。とり

わけ、荒木は「歐米最近に於ける體育ダンスの新

傾向1)」として體育ダンスの教育理念の変化につ

いて報告しており、なかでも、「新らしい體育ダ

ンスの派1)」であるナチュラルダンスについて詳

細に解説している。即ち、旧来の體育ダンスの中

心的なダンス領域であったフォークダンスが「唯

單に、音樂の刺戟を受けて起る所の、一種愉快な

感奮の心理作用に伴ふ韻律的表情運動1)」に過ぎ

なかったのとは異なり、ナチュラルダンスは自然

な運動によって感情や思想や物語を表現し、表現

の仕方において踊り手が各々の個性を発揮できる

ことを目指したダンスであり、運動技能と教育理

念において「新らしい體育ダンスの派1)」が出現

したと解説されている。学校体育へのナチュラル

ダンスの導入は、伝統的なダンスステップによら

ず自然な運動による表現的なダンス教育の始まり

を象徴していたといえる。 

アトキンソンは、そのようなナチュラルダンス

の創始者であると「歐米最近に於ける體育ダンス

の新傾向1)」において紹介されている人物である。

彼女はイギリスのモダンダンス黎明期の舞踊家で

あり、ダンス教育実践者である。彼女はイギリス

のマンチェスターに民間のダンススクールである

自然運動の学校(School of Natural Movement.

以降はカタカナ表記とする)を創立し、ダンス公

演、ダンス指導、ダンスによる治療教育を実践し

ていた。アトキンソンのナチュラル・ムーブメン

ト(Natural Movement)に教育的価値を見出し学

校体育のカリキュラムへのナチュラル・ムーブメ

ントの導入を推奨したメアリー・ジョンストン

(Mary A. Johnstone)によれば、アトキンソンの

スクールの指導理念は、ナチュラル・ムーブメン

トを通して音楽の解釈を身体の動きで表現するこ

と、学習者に優雅な姿勢を育むこと、日常生活の

動作を正しく行えるように訓練すること、の3点

であった2)。 

荒木直範は、欧米留学の成果として、アトキン

ソンのナチュラル・ムーブメントによるダンスの

指導方法を、著書の記述を通して日本の初等・中

等教育の教員達に紹介した。荒木は、「基礎の動

作表情を綜合して、一つの組織に成つたダンスを

ナチュラルダンスと言ひ、其部分々々の動作をナ

チュラルムーブメントと謂ふ1)。」と説明してい

る。よって、本稿ではアトキンソンが体系化した

ダンスの動作を「ナチュラル・ムーブメント」と

記載し、ナチュラル・ムーブメントによって構成

されるダンスを「ナチュラルダンス」と記載する。

 荒木は、アトキンソンの指導方法について、音

楽が表す物語や感情や思想を学習者に説明し、伴

奏者が弾いた音を手掛かりに学習者に思い思いの

表情と動作でそれらの物語や感情や思想を表現さ
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せると解説している1)。しかし、彼はナチュラ

ル・ムーブメントの身体技法の具体やエクササイ

ズの配列・構造については記していない。日本に

ナチュラルダンスが紹介された際に何がどのよう

に取捨選択されたのかを考察するためには、まず

1920年代のアトキンソンのダンス教育の指導内

容における身体技法の具体とエクササイズの配

列・構造の内実を知る必要がある。 

アトキンソンは1920～30年代のイギリスのダ

ンス教育において指導的な立場にあったが、200

8～2010年に実施されたPioneer Women: Early 

British Modern Dancers Project(以下、EBMD

Pと略)3)によって再評価されるまで、アトキンソ

ンに関する研究は主にイギリス舞踊通史研究にお

いてイギリスにおけるモダンダンスの開拓者の一

人として評価されるにとどまっていた。EBMDP

の目的は、サリー大学の国立ダンスリソースセン

ター(National Resource Centre for Dance. 以

下、NRCDと略)に所蔵されている、20世紀初頭

から中頃にかけてイギリスで活動していた女性ダ

ンスアーティストに関するアーカイブ資料を整理

して公開し、それまで研究されてこなかった、こ

の時代を対象とするイギリス舞踊史研究を促進さ

せその成果を普及させることであった3)4)。この

研究プロジェクトでは、主に舞踊家としてのアト

キンソンの業績についての考察に焦点があてられ

ており、アトキンソンが指導した身体技法や指導

方法の具体については未だ不明な点も多い。しか

し、このプロジェクトによって、アトキンソンが

遺したナチュラル・ムーブメントの指導方法に関

する解説やシラバスの原本の閲覧が可能になった

ことから、アトキンソンのダンス教育者としての

業績に関する研究の進展が望まれる。本研究はそ

の一つである。 

また、本研究の成果を、マッジ・アトキンソン

が体系化し実践したダンス教育が荒木直範によっ

てどのように取捨選択され日本の学校体育に紹介

されたかを考察するための基礎資料としたい。 

1-2.本研究の目的 

本研究の目的は、身体の教育という観点からマ

ッジ・アトキンソンが1920年代に指導したナチ

ュラル・ムーブメントが①どのような運動で構成

されどのような特徴をもっていたか、②どのよう

な内容が指導されていたか、を明らかにしたうえ

で、③同時代のイギリスの女子教育者にとって、

どのような点に身体の教育としての価値が認めら

れていたか、④ナチュラル・ムーブメントに基づ

くダンスが当時のイギリスのダンス教育及び女子

教育においてどのような役割を果たしたか、を考

察することである。 

 

2.本研究の方法 

本研究はナチュラルダンスが日本に伝わった時

期にマッジ・アトキンソンが実践していた指導内

容を明らかにするため、荒木の留学期間(1923～

1925年)を含む1920～1929年におけるアトキン

ソンのダンス教育実践を対象とする。アトキンソ

ンによるナチュラル・ムーブメントについての①

手引き書・②同時代の女子教育者による観察記録

と論説・③指導書の未公刊原稿の記述内容を分類

し分析することによって、彼女のダンス教育の運

動項目の構成・対象年齢別の指導内容と方法・同

時代の教育者からみた教育的価値を明らかにする。 

マッジ・アトキンソンに関する日本語での先行

研究は、荒木直範が1926年に出版した著書『體

育ダンス敎材集第壱編』におけるアトキンソンの

ナチュラルダンスの教育についての記載の他は管

見の限りみつからなかった。荒木は「アトキンソ

ン女史は別に一冊の書も著はして居ない、それを

廣く世界に紹介したのは、ジョンストン敎授であ

る1)」と記している。ジョンストン敎授とは当時

マンチェスター女子中央高等学校(Central High 

School For Girls)校長であったメアリー・ジョ

ンストンである5)。彼女はアトキンソンのダンス

教育の理解者であった1)。ジョンストンはアトキ

ンソンのナチュラル・ムーブメントに教育的価値

を見出し自著“The Physical Training of Girls”

においてレッスンの様相を解説しその教育的価値

について論じた。この書を講読した荒木によって、

アトキンソンのナチュラル・ムーブメントは日本

に紹介されたのである。 

  そこで、下記の①③の文献を一次史料とし②の

文献を同時代の教育者による二次史料として、こ

れらの史料の内容を分析し、アトキンソンが指導

したエクササイズの具体像を明らかにした。  

①“The Dance, Based on Natural Movement: 
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An Introduction to My System of Teaching.”6)  

  これはダンス関係者を対象にしたダンス専門雑

誌に掲載された記事であり、アトキンソンが指導

したナチュラル・ムーブメントの身体技法につい

ての、アトキンソン自身による解説書である。 

②“The Physical Training of Girls”第IV章2)  

  これは学校教育関係者を対象に女子中等教育に

おける体育のあり方に対するジョンストンの提言

と教育的コンテンツの解説が書かれた著書であり、

第IV章にはアトキンソンのダンス指導実践を観

察した記録と考察が記されている。 

③“Dancing Based on Natural Movement” 第 IX

章Typical classes7) 

 これはアトキンソンとジョンストンが共同して

執筆した、未公刊のナチュラル・ムーブメントの

指導書であり、タイプライティングの原稿に手書

きで注釈や推敲が書き込まれた原稿である。この

原稿が書かれた年代は未確定であるが1928年頃

と推定されている5)。第IX章にはアトキンソンの

ナチュラル・ムーブメントの教育で実践されてい

た、対象年齢別・目的別クラスでの典型的な指導

の内容や方法が書かれている。 

 

3. 結果と考察 

3-1.20 世紀初頭のイギリスの学校教育へのダン

スの導入 

イギリスの中央教育行政を司る文教院(Board of 

Education)が 1909 年に発表した身体訓練要目

(Syllabus of Physical Training)は、ステップマー

チ、ダンス、スキップ、ジムナスティックゲーム

などのレクリエーション的な運動を採用した。そ

の理由は、前要目に採用されたスウェーデン体操

の不活発であきあきする単調さを補うためであっ

た 8)。当時のイギリスの教育政策において体育に

相当する教育は「身体訓練(Physical Training)」

と呼ばれ、運動の医療的価値と社会的価値との両

面から教育内容を策定しようとしていた。文教院

は、運動の生理学的価値に着目し医療体操として

のスウェーデン体操による身体訓練を通して病気

に対する子どもの抵抗力を強めたり、姿勢上の欠

陥を矯正したりしようとする一方で、運動の社会

的価値に着目しチームゲームやレクリエーション

的な運動によって身体を動かす楽しさを味わい他

者と協力し合う態度を養おうともしていた 8)。こ

のような背景の下に、主に後者の教育的価値を期

待されて、ダンスは身体訓練要目に採用されたの

である。身体訓練要目は政府が公立学校で指導す

べき内容を国家として示したものである。身体訓

練要目に採用されたことで、ダンスはイングラン

ドとウェールズの州立学校の体育カリキュラムの

一領域として公式に認められた。この 1909 年の

身体訓練要目への採用以降、ダンスはイギリスの

学校体育のカリキュラムに位置づいていくことと

なった。 

ダンスがレクリエーション的な運動の一つとし

て学校体育のカリキュラムへ導入された 1909 年

当時は、フォークダンスが指導されていた 9)。そ

の後、本稿の 1-1 でも述べたように、1920 年代

になってナチュラルダンスが学校体育に採用され

ると、単に皆で揃って楽しく音楽に合わせて踊る

レクリエーションとしての価値だけでなく、身体

表現を通した個性の発揮や創造性の育成に教育的

な価値が認められるようになり、ダンスの教育的

価値は拡大していった。 

学校体育のカリキュラムにダンスが導入された

頃アトキンソンはどのような活動を行っていたの

であろうか。次にアトキンソンの略歴をみていく。 

3-2.ダンス教育者としてのマッジ・アトキンソ

ンの生涯 

 EBMDP の一環であるカーターらによる一次史

料調査の成果としてマッジ・アトキンソンの経歴

が公開されている 10)。その内容をもとに、本研

究においてアトキンソンのダンス教育に関する活

動事項を抽出して表にまとめたのが、表1である。 

アトキンソンは、1885 年にマンチェスターに

生まれた。アトキンソンは、1910 年よりイサド

ラ・ダンカン(Isadora Duncan)のダンス、アネ

ア・スポング(Annea Spong)のナチュラル・ムー

ブメント、エミール・ジャック=ダルクローズ 

(Émile Jaques Dalcroze)のリトミックに興味を

もつようになった。これらを融合させて、1912

年に自然な運動を基盤として体系化されたダンス

の開発を始め、1918 年にスクール・オブ・ナチ

ュラル・ムーブメントを創立した 3)11)。 

1920 年代には、アトキンソンは王立マンチェ

スター音楽大学で音楽の学生達にパントマイムや
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ジェスチャーを指導していた 10)。  

 

表1 マッジ・アトキンソンの略歴 

 

 

アトキンソンの弟子であるアニタ・ヘイワース

(Anita Heyworth)は女子体育指導者養成機関で

あるバーグマン・オスターバーグ体育専門学校

(Bergman Osterberg Physical Training College)

でナチュラル・ムーブメントを指導していた 9)。

このことは、アトキンソンが体系化したナチュラ

ル・ムーブメントが体育教員養成カリキュラムに

採用されていたことを示唆している。アトキンソ

ンとヘイワ―スはイギリス初のダンス専門教員養

成学校であるロンドン教育舞踊学校(London 

College of Educational Dance)の設立にも参加す

るなど、教員養成にも携わっていた 3)9)。また、

アトキンソンは帝国ダンス教師協会にナチュラ

ル・ムーブメント支部を設立し部会長を務めてい

た 10)。ブリンソンは、ダンス教育におけるこの

ような経歴をもつアトキンソンを、民間のダンス

スクールに所属しながらもイギリスの学校教育に

おけるダンスに最も大きな影響を与えた人物の一

人であると評価している 9)。 

アトキンソンはスクール・オブ・ナチュラル・

ムーブメントのスタジオで3～20歳の生徒達にナ

チュラルダンスを指導していた。高等学校の女子

クラスや地域の社会教育としてのクラスでもアト

キンソンのナチュラル・ムーブメントに基づくダ

ンスが指導されていた 2)。 

アトキンソンのナチュラル・ムーブメントに基

づくダンスは1925年～1939年にマンチェスター

の学校を通じて広まり、学校体育の中でナチュラ

ルダンスが指導されるようになったという 3)9)。 

3-3.1920 年代におけるアトキンソンのダンス教

育実践の内容 

 アトキンソンは、イギリスのダンス専門雑誌で

ある“Dancing Times”の1926年クリスマス号に

“The Dance, Based on Natural Movement: An 

Introduction to My System of Teaching(自然な動

きに基づくダンス:私の指導の体系的方法)”と題

する記事を発表している。 

アトキンソンは、この記事に「(筆者補足:古代)

ギリシャのダンスは自然な動きや日常生活の動作

に基づいている。その素晴らしい人々の最盛期の

芸術から言葉に尽くし難いほど美しい表現を学ぶ

ことで、我々の現代世界において真に価値あるも

のの多くを身に付けることができる。今日を生き

ながら過去の栄光と理想から恩恵を得よう。芸術

や人生全般でより広い視野を得ようとする現代に

おいて、ナチュラルダンスは(筆者補足:古代ギリ

シャのダンスのあり方を理想として)位置づくべ

きである 6)。」と記している。古代ギリシャのダ

ンスに理想を求め、自然な動きや日常動作による

美的な表現を目指していたことがわかる。 

 アトキンソンは「ナチュラルダンスは、完璧に

制御された身体を介して動きの美しさを表現する

(中略)。まずは、この芸術を表現するための楽器

である身体を完璧に調整しなければならない。動

きの最初の一歩を踏み出す前に、頭、体幹、四肢

はそれぞれの機能を発揮しなければならない 6)。」

と述べ、ダンスの表現媒体としての身体を整える

基本姿勢とエクササイズの例を解説している 6)。 

以下の5点は、本研究における①②③の史料の

記述内容の分析により確認されたアトキンソンの

指導内容の特徴を整理したものである。 

1.裸足でのダンス 

2.体幹と四肢とで形作る基本姿勢 

3.腕が空間に描くラインで作るバリエーション 

4.日常生活の動作から作られたエクササイズ 

5.音楽の基本的原理と身体運動との調和 

次に、これら1.～5.の内容をみていく。 

3-3-1. 裸足でのダンス 

年代・年齢 マッジ・アトキンソンのダンス教育活動事項等

1885年
2月16日・0歳

 イギリス マンチェスターにて出生。幼少よりダンスを
学ぶ。

1910年・25歳  ダンスに興味を持ち、特にイサドラ・ダンカンのダン
スやダルクローズのリトミックを学ぶ。

1912年・27歳 独自のダンス・システムを開発。

1918年・33歳 マンチェスターのディーンズゲート259番地にスクー
ル・オブ・ナチュラル・ムーブメントを開設。

1920年代・35～44歳 王立マンチェスター音楽大学の教授に任命され、パント
マイムやジェスチャーを指導。

1921年・36歳 モリー・サフィールドをパートナーに迎え、アトキンソ
ン・サフィールド・スクールを創設。

1925年・40歳 帝国ダンス教師協会(Imperial Society of Teachers of
Dancing)から招待を受け、同協会にナチュラル・ムーブ
メント支部を設立。

1925～1939年・40～54
歳

マンチェスターの学校でナチュラル・ムーブメントが広
く教えられる。

1936年・51歳 サフィールドとのダンススクールの共同経営を解消し、
ロンドンへ移転。アニタ・ヘイワースと共にダンススタ
ジオを開設。

1944年・59歳 ヘイワースと共に、初の教員養成学校であるロンドン教
育舞踊学校（後のロンドン・カレッジ・オブ・ダンス＆
ドラマ）（LCDD）設立に参加。

1954年・69歳 事故により松葉杖を使用するようになり、教職を引退。

1967年・82歳 帝国ダンス教師協会ナチュラル・ムーブメント部会長を
退任。  帝国学士会より名誉会員の称号を授与される。

1970年
5月19日・85歳

死去
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靴を履かずに動くことで足は生来の自然な形や

機能に戻るとアトキンソンは述べ、足の動きの教

育を重視した。足の裏で地面に触れることで敏感

さを取り戻すことができると彼女は主張した。足

の甲をしっかりと締め、爪先をリラックスさせて

甲や足の指に荷重したり揺らしたりするロックと

いうエクササイズが作られ、指導されていた6)。 

当時のイギリスでは女性用靴の先端が靴の中央

線に向かって設計されていた。このため、多くの

12歳の少女達が外反母趾を発症していた。この

状況を問題視していたジョンストンは、アトキン

ソンのエクササイズを「ミス・アトキンソンは足

のトレーニングに非常に注力しており、間違いな

く成功している。このクラスの年長の生徒の中に

は変形した足の指の関節の矯正治療のために医師

の助言を受けてこのクラスに送られてきた生徒も

何人かいた8)。」「これ(筆者補足:ロック)を他のい

くつかのエクササイズと組み合わせると足の指の

関節が変形した頑固なケースが治った。爪先の柔

軟性と足全体の柔軟性が増した2)。」と評価し、

変形した足の矯正や機能の改善という点からこれ

らのエクササイズに教育的効果を認めていた。 

3-3-2. 体幹と四肢とで形作る基本姿勢 

アトキンソンは「自然な動きを標準化する際に、

体幹と四肢を保持する 3 つの明確な位置または

角度を調整することが非常に役立った 6)。」と述

べ、頭頂から地面まで引かれた仮想の垂線を想定

し、その垂線と手足との位置関係によって分類さ

れた3つの基本姿勢を示した。それらは直立姿勢、

前傾姿勢、後傾姿勢の3種類である 6)。 

○直立姿勢=両足で立つ時は、体幹と四肢のバラ

ンスを仮想の垂線の両側に均等に配分し、片脚を

上げる時は、膝を垂線の前に、足を垂線の後ろに

置いて、腕を横に下げるか頭上に直立させる姿勢。 

○前傾姿勢=体幹が前傾するか、腕と脚が垂線よ

りも前に置かれる姿勢。 

○後傾姿勢=体幹が後傾するか、腕と脚が垂線よ

り後ろに置かれる姿勢。 

 また、体幹や四肢が直立、前傾、後傾のいずれ

かの姿勢で静止する状態は、その姿勢での「エク

スプレッション」と呼ばれていた6)。 

直立姿勢から前後への体重の荷重によって体幹

の角度を変化させ、荷重の強さを加減することに

よって歩幅と膝の角度を変化させて動きを生み出

そうとしていたことがわかった。 

 

 

図1 後傾姿勢・前傾姿勢によるロック(左・中)

及びランジ(右) 6)  

 

 

図2 古代ギリシャの彫刻「牡牛を生贄に導く女

性たち」にみられる後傾姿勢・前傾姿勢によるロ

ック(左・右) 5) 

 

 図2は、アトキンソンとジョンストンによる未

公刊原稿“Dancing Based on Natural Movement”

に挿入されていた図版である。この図版に示され

ている彫刻は、ローマのバチカン美術館に所蔵さ

れている古代ギリシャの彫刻である。カーターは、

この図版に描かれた女性の図の下に「後傾姿勢の

ロックのエクスプレッション」「前傾姿勢のロッ

クのエクスプレッション」と書かれた手書きのメ

モがあることを示し、「この絵と(筆者補足:手書

きのメモによる)注釈は、ギリシャの工芸品や美

術品が20世紀初頭の文化に与えた影響を非常に

明確に示している。この場合はダンスの語彙の発

達に与えた影響を非常に明確に示している5)。」

と指摘している。そこで、カーターの指摘に示唆
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を得て図1と図2を比較してみた。図1の左の姿勢

は図2の左の姿勢と同じく片膝を深く曲げたロッ

クの後傾姿勢であり、図1の中の姿勢は図2の右

の姿勢と同じく片膝を曲げた前傾姿勢を示してい

る。これらの姿勢の合致は、アトキンソンが体系

化したナチュラル・ムーブメントの基本姿勢が古

代ギリシャの彫刻を基にして作られていたことを

示す具体例であるといえる。 

 このような作舞の背景には、20世紀初頭の約30

年間における、理想化された紀元前5世紀頃のヘ

レニズム社会への憧憬がある。ギリシャ風の自然

な運動によるダンスは、それまでの西洋舞踊史に

は見られなかった女性による作舞の創造性を促し

た。これらのダンスは、服装改革とも結びついて、

公共の場での演舞を通して身体に対する認識を見

直し新たな身体技法を模索する機会を女性に与え、

ヴィクトリア朝時代の厳格さからの身体の解放を

実現させた、とカーターは考察している3)。 

カーターは、アトキンソンが自分のインスピレ

ーションはダンカン・スクールとアネア・スポン

グから得たと認めているが、イサドラから直接学

んだわけではなかったと指摘している3)。アトキ

ンソンは、ロンドンのアネア・スポング・ダンス

スクールでナチュラル・ムーブメントを学び、同

スクールからディプロマを取得している。スポン

グがレイモンド・ダンカン(Raymond Duncan)に

師事していたことから、アトキンソンは、スポン

グを経由してダンカン兄妹のギリシャ志向の影響

を受けたと考えられる。したがって、アトキンソ

ンの作舞もこのような新古典主義の中に位置づけ

ることができる。 

ナチュラル・ムーブメントに基づくダンスの指

導法を体系化する際、アトキンソンは人体を取り

巻く仮想の空間や人体を貫く仮想の垂線を想定し、

それらの空間や垂線と人体との位置関係から動き

を生み出そうとしていたことが明らかにされた。

彼女は、前後、左右、高低という位置に人体をど

う配置するかといった空間の構成に、腕や脚の屈

曲や伸展、体幹の捻転、体重の荷重といった人体

の運動を掛け合わせることによって、基本姿勢と

そのバリエーションを生み出していた。 

3-3-3. 腕が空間に描くラインで作るバリエーシ

ョン 

 基本姿勢に加えて、腕の空間上の位置、方向、

腕の曲げ伸ばしによって様々な姿勢のバリエーシ

ョンが作られていた。図3～5から、膝を深く曲

げるディープステップや膝を伸ばすライトステッ

プを伴う基本姿勢に、腕の位置、方向、直線的・

曲線的な腕の形、左右が対称的・非対称的な腕の

形を掛け合わせることで、様々なバリエーション

が作られていたことが明らかになった。 

アトキンソンは、腕の動きによって作られる形

はダンスの身振りで表現される思考や言葉に形を

与えるための基本的なデザインになると述べ、以

下のようにデザインの創作過程を示している6)。 

①ダンサーは、腕の動きが作るデザインの正確

な角度を視覚化するために、自分の周りの空間に

垂直な正方形の平面が描かれていると想定し、そ

れらの空間の中にデザインを配置する。その際、

頭と目は、腕の動きが描くデザインと平行な線を

形成するようにする。 

②腕の動きによるすべてのデザインは、まず正

面に向けて描かれる。その後、左右に描かれたデ

ザインを正面から捉える。 

③その後、水平方向に一歩ずつ進みながら注1)

デザインを作る。 

①は腕の動きをデザインする際の準備としての

意識を示している。このような観点から後述の図

3、図4、図5を見ると、いずれもダンサーの視線

の方向は腕が描くラインと平行になっている。②

は体幹の向きと腕が描くラインとの位置関係を示

している。この例として、後述の図4では腕は体

幹の胸部の向きと同じ方向の空間に置かれ、図5

の中と右の図では体幹の左右に置かれている。③

は移動しながら腕の動きを作ることを示している。

①～③の創作過程から、アトキンソンが空間の中

に明確な意図をもって腕の動きを配置しようとし

ていることが明らかになった。 

さらにアトキンソンは「これらのデザインがダ

ンサーによって完全にコントロールされて初めて

表現が始まる。共感的な表現のないダンスは純粋

に体操的なパフォーマンスとなりすぐに見飽きて

しまう。ダンサーは明確なデザインを組み合わせ

て、喜び、平和、悲しみなどを表現しなければな

らない。しかしダンサーが瞬間的にその中に生き、

それぞれの思考や感情を全身で表現しなければ、
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ダンスを通して与えられるイメージは貧弱なもの

に過ぎなくなる6)。」と述べている。彼女は明確

な意図をもってコントロールされた全身の運動を

通して思考や感情を表現することを探究した。合

理的に体系化された構成と感情表現との両立が目

指されていたと考察できる。 

 

 
図3 ライトステップでの直線(左)とディープス

テップでの直線(右) 6) 

 

 

図4 腕の位置と方向の違いによるディープステ

ップとライトステップのバリエーション6) 

 

つまり、アトキンソンは、人体を取り巻く仮想

の空間を想定し、その空間のどの位置に腕を置く

かによって―例えば上方に向かって腕を真っすぐ

伸ばすことで―どんな感情や印象を表現するかを

探究しようとしていたのである。二次元的な仮想

空間に配置したデザインは、視点を変えながら立

体的なデザインへ、そして連続的な動きへと構成

される。動きが視覚的に明確に構成された後に、

表現の探究が始まる。その過程で重視されている

のは、ダンサーが表現したい思考や感情に没入し

てそれを全身で表現し、観客の共感を得られるよ

うなダンスを創ることである。アトキンソンはナ

チュラル・ムーブメントに基づくダンスを創作す

るにあたって、視覚的な空間の要素と人体の運動

と感情とを統合させようとしていたと考察できる。 

 

 

図5 腕の位置、方向、角度、屈伸の違いによる

ディープステップ(下段左及び右)とライトステッ

プ(上段・下段中)のバリエーション6)  

 

3-3-4. 日常生活の動作から作られたエクササイ

ズ 

アトキンソンは、ウォーキングステップ、ロッ

キング、ステップアンドホップ、ターン、スピニ

ングといったエクササイズを提示している。これ

らのエクササイズは、歩く、走る、跳ぶ、方向を

変える、その場で回転するといった日常生活の動

作から作られていた。 

 図6のウォーキングステップの準備は、1拍目

で直立姿勢から足の指の付け根だけを地面に置き、

2拍目で前足の爪先を体重で地面に沈ませながら
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両足の指の爪先で均等に立ち、3拍目で前足の踵

を軽く沈み込ませる。足の指の付け根がテコの支

点となり、そこから体が柔らかく上下する。これ

らの一連の動きには前述のロックの動きが組み込

まれている、とアトキンソンは説明する6)。ロッ

クは脚の指の爪先で地面を踏んで他方の足の爪先

を上げ、後ろ向きに進んだり前向きに進んだりす

る動きである。ロックの動きは足の甲を強化し爪

先の運動にもなるとアトキンソンは述べている6)。

このように足の指で体重を支え、床を踏む動きは、

裸足になって足の裏を自由に使えることでよりス

ムーズに行われる。この点において、アトキンソ

ンが主張する「足の裏の敏感さを取り戻すこと6)」

が実現されているといえる。 

 
図6 ウォーキングステップの準備6) 

 

 それぞれの基本的なステップには、方向、速

さ、高さ、姿勢、膝を曲げるか伸ばすかといった

条件を変化させた様々なバリエーションが作られ

ていた6)。図7はステップホップのバリエーショ

ンの例である。膝を曲げて上に蹴り上げたり、膝

を伸ばして脚を前に蹴り出したり、膝を曲げて後

ろに蹴り出したりすることで、様々なステップホ

ップのバリエーションが作られていたことが明ら

かになった。 

エクササイズを構成する動きが、誰もができる

日常生活の動作から採用されている点で、ナチュ

ラル・ムーブメントは一般教育としての体育のカ

リキュラムに採用するのに適していたと考えられ

る。また、ジョンストンは、背中が曲がったり顎

が突き出たりする悪い姿勢を矯正すべきだという

立場から2)、ナチュラル・ムーブメントの身体上

の教育的効果の一例として「体はよりしなやかで

優雅になった。少女たちは素早く、軽やかに、そ

して静かに動いた。日常の姿勢、つまり馬車や歩

行で、座位から直立姿勢への姿勢の変化が改善さ

れる2)。」と述べている。エクササイズで習得し

た動き方が日常生活の動作や姿勢にも般化するこ

とが期待され、当時のイギリスの体育の教育目的

の一つである姿勢の矯正において教育的価値が認

められていることが明らかになった。 

 

 
図7 上へのステップホップ(左)と前へのステップ

ホップ(中)及び後ろへのステップホップ(右) 6) 

 

3-3-5. 音楽の構成と身体運動との調和 

 アトキンソンのダンス教育では、音の長さ、音

の高低、音の強弱、音の質、フレーズ、といった

音楽の要素や構成を解釈すること、そして、その

解釈を身体の動きで表現し、音楽と調和して動く

ことが目指されていた2)8)。具体的には、以下の

ようなエクササイズが示されている6)。 

○音符の長さに合わせて長く深くステップしたり、

短く軽くステップしたりする。 

○高い音のときには腕を高く上げ、低い音のとき

には腕を低く下げる。 

○音のアクセントのある拍を聴き取って音楽の小

節の区切りを聴き分け、音楽のモチーフやフレー

ズを理解する。 

○音の質にふさわしい動きの質のステップを行う。

レガートにはなめらかなステップを、スタッカー

トには鋭く細かいステップを行う。 

これらのアトキンソンのダンス教育実践に対し

てジョンストンが認めた教育的価値2)を本研究に

おいてまとめたものが、以下の内容である。 
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〇身体各部の動きが音楽のリズム、強弱、質感と

調和して動けるようになる。 

〇手足、胴体、頭は、ポジションからポジション

へと調和して滑らかに動き、動きの強さを調整し

たりバランスをとったりすることができるように

なる。 

〇音楽の解釈を、身体運動を通して目に見える形

で表現できるようになる。 

〇音楽を注意深く聴きとることで聴く力が鍛えら

れ、示範された動きを即座に模倣することで見る

力が養われる。 

〇パートによって異なる音楽を聴き分けて自分の

パートを正確に動くことで識別力や判断力が養わ

れる。 

運動技能だけでなく聴覚、視覚、観察力、識別

力、判断力、表現力といった幅広い能力を育成で

きることが認められていたことが明らかになった。 

 カーターによれば、アトキンソンはスポングの

下で学んだナチュラル・ムーブメントを通してダ

ンカンのダンスとダルクローズのリトミックに興

味を持ち、運動と音楽と表現との関係を含む訓練

体系の中にナチュラル・ムーブメントとリトミッ

クとを統合させたのだという11)。また、マッキン

トッシュは、第1次世界大戦後のイギリスの体育

においてダルクローズのリトミックがことに女子

と幼児の体育におけるリズム運動の発達を助長し

たと述べており8)、アトキンソンのナチュラル・

ムーブメントもまた、この体育史の潮流の中に位

置づけることができる。 

3-4. 1920年代のアトキンソンのダンス教育にお

けるクラス別の指導内容 

 アトキンソンは、前述の“Dancing Based on 

Natural Movement” 第 IX章Typical classesに 

対象年齢別・目的別クラスでの典型的な指導の内

容や方法を示している。対象年齢別クラスでは、

3～6歳を対象にしたベビークラスと12～16歳を

対象にしたクラスでの指導の内容と方法が書かれ

ており、目的別クラスでは、ダンス教員養成クラ

ス、音楽学生クラス、社会教育クラス、治療教育

クラスでの指導の内容と方法が書かれている7)。

本稿では、紙数の都合により、3～6歳を対象に

したクラスと12～16歳を対象にしたクラスでの

指導の内容と方法について取り上げる。 

 通常、各クラスは45分から1時間かけて週に1回

指導されていた。アトキンソンは、指導内容の構

成にあたっての留意事項を「授業時間を慎重に分

割し、科目のあらゆる側面に一定の時間を割り当

て、その価値と子どもへの身体的影響を考慮して

これらの項目の順序を決める必要がある。例えば、

激しい運動の後にはリラックスできる運動や、場

合によっては休憩が必要である7)。」と解説して

いる。以下に、指導内容の具体例をクラスごとに

みていく。 

3-4-1. 3～6歳のクラスの指導内容 

アトキンソンは、レッスンを、音楽の訓練→ス

テップの練習→床に座る→教師が次のゲームやダ

ンスで展開する物語を話す、といった展開で進行

させていた。レッスンは音符を妖精や登場人物に

見立てたストーリー展開のあるゲーム形式で子ど

もの想像力を引き出しながら指導された。子ども

達は擬人化された「不機嫌な四分音符」や「幸せ

な八分音符」になって、物語の中で散歩し伴奏音

の長さに合わせて歩いたり走ったり妖精と一緒に

踊ったりする。散歩が終わり家に帰る場面でゲー

ムが実践される。それは、音の長さに合わせてス

テップしながら想像上の家に入り、音の長さに合

わせられなかった子どもは家に入れないというも

のである。子ども達は大喜びで音を聴き分け、熱

心にゲームに参加し独自のゲームも創っていたと

いう7)。このようにアトキンソンはピアノ伴奏に

合わせて子ども達に八分音符で走ったり四分音符

で歩いたりさせて音価(音の長さ)の感覚を養った。

また、4拍の基本的な5つのステップ(ジェントル

ステップ、クロスステップ、フライトゥンステッ

プ、ハッピーステップ、ジョリーステップ)や、

真っすぐな前進と後退、斜めへの前進と後退、ス

タッカートのリズムの動き、踏み切ってスイング

する動き、スキップの動きが指導されていた。 

アトキンソンは、子ども達の興味を持続させ、

子ども達を魅了する想像力の遊びに適度な真剣さ

を混ぜ合わせて音楽理論を魅力的に見せるように

指導していると解説している。さらに彼女は、ス

トーリーを想像することで、ステップに生命感と

意味を与え、ステップをストーリーに使っている

という感覚を身に付けさせるとも述べている7)。 

 アトキンソンは、発達段階に応じてストーリ
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ーと遊び感覚を取り入れて子どもの興味と想像力

を引き出し、幼少期から音楽のリズムや質感を動

きのリズムや質感と統合する感覚と技術を学ばせ

るとともに、動きを通して感情を生き生きと表現

する感覚と技術をも育てようとしていたことが明

らかになった。 

音楽のリズムと動きのリズムを統合させ、身体

運動によってストーリーや感情を表現する、とい

うナチュラル・ムーブメントの本質的な教育内容

は、年齢の違いに関わらずどのクラスでも一貫し

ている。そのなかで、3～6歳のクラスの指導の

特徴は、指導方法において、子どもの発達段階を

考慮した方法を採用していることである。マッキ

ントッシュによれば、第1次世界大戦後のイギリ

スの体育は、海外の新しい教育思想とその実践の

影響を受けていたという。その一例として、マリ

ア・モンテッソーリ(Maria Montessori)とイギリ

スにおける彼女の弟子たちの教育思想と実践は、

年少児童の身体訓練をより想像的に、かつ形式的

でないように仕向けたとマッキントッシュは指摘

している8)。このような時代背景の下で、アトキ

ンソンは、子どもの発達段階に即して、子どもの

興味と想像力を引き出すために音符を擬人化し物

語とゲーム感覚を活かして指導していた。この指

導方法は、形式的に課題を伝達し反復させて習得

させるといった旧来の指導方法とは異なっており、

子どもの特性や自発性を尊重する新しい教育思想

との共通点を持つことが示唆される。 

3-4-2. 12～16歳のクラスの指導内容 

 

図8 ナチュラル・ムーブメントのレッスン風景2) 

 

 図8は、12～16歳のクラスで、2つのグループが

ディープステップやライトステップを練習する様

子を示している。アトキンソンは、生徒を2つの

グループに分けて二重円を作り、音の長さや音の

高さを聴き分けてそれらの音を基本のデザインの

動きで視覚化するというエクササイズを紹介して

いる7)。この写真はそのような教材のレッスンの

様子を示していると推察される。以下は、この写

真を掲載した次のページに書かれたジョンストン

の考察である。ジョンストンは、音楽のリズムを

身体の動きによって視覚化するエクササイズにお

いて、ディープステップやライトステップで前進

する際に、右足が前に出るときに左手が前に出る、

といった左右交互の動きと左右が交差する動きと

が協調した動きに着目している。そして、ステッ

プが大きく深くなるほど腰から上の体幹が大きく

捻られること、その体幹を捻る動きが腹筋の発達

に非常に効果があることを指摘し、以下のように

主張している。 

 四肢と体幹の独特な揺れが腹部前面下部の筋

肉を再生させる。(中略)若い少女のこれらの

筋肉の弛緩や未発育、またはコルセットの着

用による筋肉の不活性は、非常に深刻な機能

不全の一般的な原因の1つである。このエク

ササイズのシステムはそのような場合に素晴

らしい治療効果があることが知られている2)。 

ジョンストンは、ナチュラル・ムーブメント

のエクササイズにおける四肢と体幹の連動によ

って、コルセットの着用による腹筋の未発育か

ら起こる腹筋の機能不全が治療されると考えて

いた。彼女はまた、このエクササイズによって

鍛えられた腹筋が出産の際に役立ったと卒業生

達が証言している、とも記している2)。つまり、

ジョンストンは、3-1で述べた当時のイギリス

の体育が重視する運動の医療的価値の観点から、

ナチュラル・ムーブメントに教育的価値を認め

ていたと考察できる。彼女は、これらのエクサ

サイズがコルセットに象徴される旧来の美意識

による人工的な身体加工から自然な身体へと女

性の身体を再生させると主張している。また、

16歳というのは前期中等学校修了資格試験の年

齢であり、当時の多数の少女達は16歳で学校教

育を終えていた12)。これらの少女達は卒業後、

家庭に入るか就職し、多くが将来的には結婚と
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出産を経験した。出産は、生理学的な観点から

みた女性の身体の特性を象徴している。ジョン

ストンは、出産の際にナチュラル・ムーブメン

トのエクササイズによって鍛えられた腹筋が役

立つと述べている。ナチュラル・ムーブメント

のエクササイズによって少女達の身体が自然な

身体へと再生されることで、安産を可能とする

健康な身体をも獲得できるという点に、教育的

価値が期待されていることが読み取れる。 

3-5.考察のまとめ 

以上のことから、本研究におけるアトキンソン

の1920年代のダンス教育実践の内容についての

考察は、以下のようにまとめられる。 

アトキンソンが目指していたのは、空間の構成

と人体の運動とを掛け合わせる客観的な思考によ

って生まれた動きのデザインに、ダンサーの感情

を込めて全身の動きで表現するダンスであった。 

このようなダンスの学校体育への導入は、レク

リエーション的な効果を期待されて導入された前

時代の様相を超えてダンス教育が発展したことを

示している。アトキンソンのダンス教育実践は思

考と運動と感情を統合的に働かせるダンス教育へ

の新たな展開を促す役割を果たしていた。 

 また、ナチュラル・ムーブメントは、女子教育

において、足を細く見せるための靴やウェストを

細く見せるためのコルセットといった伝統的な女

性の身体美を人工的に作る道具が引き起こす身体

の機能不全を改善する役割をも果たしていた。 

 当時のイギリスの体育の要請に呼応して、ナチ

ュラル・ムーブメントは、ジョンストンにより治

療的側面と学習者の主体性や創造性を尊重する側

面との両方から教育的価値が評価され推奨されて

いた。治療的側面については、女性の身体を旧来

の美意識による人工的な身体加工から自然な身体

へと解放するものとしての教育的価値が評価され

ていたとともに、丈夫な子どもを産める健康な身

体の育成という当時のイギリスの女子体育の目的

に即して教育的価値が評価されていた。 

 

4. 結論 

以上、1920年代のマッジ・アトキンソンのダ

ンス教育の特徴と、彼女が開発したナチュラル・

ムーブメントがどのような運動で構成され、どの

ような内容が指導されたかを明らかにしてきた。

その結果を以下の①～④にまとめる。 

①一日中靴を履いて暮らすイギリスの生活習慣の

中で、アトキンソンは裸足で行う足の動きの教育

を重視していた。とりわけ甲や足の指に荷重した

り揺らしたりするロックの動きは、外反母趾の矯

正や足の機能改善における効果が認められていた。

これは、女性の美しさを演出するため幅の狭い靴

を履くことで生じる足指の変形や、変形によって

その部位の本来の機能が発揮しにくくなる状態を

改善した。ナチュラル・ムーブメントはこの点に

おいて身体の教育としての価値が認められていた。 

②歩く、走る、跳ぶ、回るなど日常生活にある自

然な運動に、空間での体の位置、腕や膝の曲げ伸

ばし、体重移動、動きの方向などの要素を掛け合

わせることでダンスの表現媒体としての身体を整

えるエクササイズが作られ、指導されていた。こ

れらのエクササイズの動きは腹筋を鍛え、女性の

美しさを演出するためウェストを細く締め付ける

コルセットを着用することで生じる腹筋の未発育

から起こる機能不全の状態を改善すると考えられ

ていた。ナチュラル・ムーブメントはこの点にお

いても身体の教育としての価値が認められていた。 

③ダンスにおいて、音楽の構成を解釈し、その解

釈を身体の動きで表現し音楽と調和して動くこと

が、幼少期から成人に至るまで目指されていた。 

④①～③の特徴には「古代ギリシャのダンスにみ

られる自然な動きや日常生活の動作で表現する美」

というアトキンソンの理想が反映されていた。ア

トキンソンが体系化したナチュラル・ムーブメン

トの基本姿勢は、古代ギリシャの彫刻にみられる

姿勢を基にして作られていた。 

したがって、本研究により、アトキンソンのナ

チュラル・ムーブメントの教育は、近代的身体教

育の形成に寄与したことが確認された。アトキン

ソンのナチュラル・ムーブメントは、当時のイギ

リスの教育改革運動を背景に、同時代のイギリス

の女子教育者によって、想像力や表現力の育成、

感情表現と身体運動の統合を目指した点に教育的

価値が認められていた。とりわけ女子教育として

は、自然な運動による身体の解放、健康教育の一

環としての姿勢の矯正や身体の機能改善を目指し

た点に教育的価値が認められていた。 
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5. 今後の課題 

 本研究の過程で、マッジ・アトキンソンのナチ

ュラル・ムーブメントに基づくダンス教育は、舞

台芸術だけでなく学校教育・貧困層を対象とした

社会教育・病院での治療教育等へと実践の場を広

げていったことが明らかになった。また標準化さ

れたダンス教員養成クラスが開講されていたこと

も明らかになった。本研究では、紙数の都合上、

それらの詳細に迫ることはできなかったが、今後

は、アトキンソンのダンス教育理論や教育実践に

関する史料の収集と内容の分析をさらに進め、彼

女のダンス教育理論や指導方法の何にどのような

教育的な価値が認められ、どのように実践の場が

広がっていったかを明らかにしたい。 

 

注 

1) 原 文 に は stepping forward into frieze 

formationと書かれている。フリーズとは、帯

状に伸びる、視覚的に美しく空間や物のデザイ

ンに深みと個性を与える装飾を意味する。本研

究では、水平方向へ連続する動きを形作ること

の意味であると解釈した。 
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第 44回全国創作舞踊研究発表会報告 

 

日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門 舞踊研究会 
 

                                                 大会実行委員長：福岡教育大学 清水知恵 

大会実行委員：廣兼志保(島根大学)・梶谷朱美(島根県立大学短期大学部) 

・新山順子(岡山県立大学)・高田康史(広島文化学園大学) 

 

 第44回全国創作舞踊研究発表会は，中国・四国・九州地区において実行委員会形式で行う初め

ての大会で，委員は５名で組み，主幹校は福岡教育大学が務め，2024年12月21〜22日に福岡県

宗像市「公益財団法人 宗像ユリックス ハーモニーホール」にて開催した． 

 福岡では，はじめての全国大会開催となった．23大学245名で，地域から当日43名が参加さ

れ，学生・教員・一般参加併せて合計288名であった．教員研究発表は3演題の発表，ワークショ

ップ(WS)は，講師に今村嘉太郎氏，大島匡史朗氏・福田沙織氏，白澤舞氏をお迎えし，それぞれ

「能」，「コンテンポラリー・ダンス」，「身体・空間」を行った．また，福岡教育大学ダンス部

企画の学生交流会も開催し，学生たちは交流を深め，初めて出会う仲間と発表会前の時間を楽しん

だ．発表会では，14 作品（授業作品：6 作品，クラブ作品：8 作品）が上演された．ダンス発表

会では，なんとかホールを使用することができたことで，簡易照明で費用負担を最小限にしつつ

も，空間にやや丸みを持たせ奥行きを計算した固定照明を取り入れる等工夫ができた．参加学生の

皆さんが，プロセニアムスタイルの舞台感覚と，上演の喜びを少しでも体験できていたなら幸いで

ある． 

  

大会の概要 

2024年12月21日（土）-22日(日) 

於：宗像ユリックス ハーモニーホール   ②③の開催時刻は、いずれも「9:00-12:50 

■研究発表会（13:30～14:00） 

■ワークショップ３種類／時間帯 ①12/21_15:30～16:45，②・③12/22_9:00～12:50 

■各大学練習・リハーサル（9:00～12:50） 

■総会（14:10～15:10） 

■学生交流会（13:30～15:10） 

■舞踊作品発表会（14:00～15:55） 

主催：日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会 

主幹校：福岡教育大学／実行委員会形式〔中国・四国・九州地区：廣兼 志保（島根大学）・梶谷 朱美（島根 

                       県立大学短期大学部）・新山 順子（岡山県立大学）・高田 康史 

                      （広島文化学園大学）・清水知恵（福岡教育大学）〕 

後援：福岡県教育委員会・宗像市教育委員会 

主催：日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会 
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第 44回全国創作舞踊研究会発表会プログラム 

会員研究発表会（ポスター発表） 

１．足立美和（共立女子大学）：コーディングによる領域別特徴－模擬授業を対象に－ 

２．熊谷佳代（岐阜大学）   ：「教員アンケートからみる表現運動・ダンス授業の困り事」 

３．幅田彩加（平成国際大学）:「身体での鑑賞体験ワークショップに関する研究～ 

                            平成国際大学附属サトエ美術館における『ダンス・ミュージアム』の試み～」 

 

ワークショップ 

●能          

  ：「『省略の美』と言われる能楽の動きをみんなで体験しよう」 

  今村嘉太郎 氏（＊写真１） 

●コンテンポラリー・ダンス 

  ：「動きのダイバーシティ～身体感覚と情報から広がる動きの可能性の模索～」 

  大島匡史郎 氏（＊写真３）・福田沙織 氏（＊写真４） 

●身体・空間表現    

  ：「身体と空間との対話から生まれる表現」 

  白澤 舞 氏   （＊写真２）  

 

１ ２ ３ 

４  

 ＜ワークショップ参加シーン＞ 

P
h
oto : 

ヤ
マ
モ
ト
ジ
ュ
ン 
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学生交流会   ＊ファシリテーター：福岡教育大学ダンス部 

 

ダンス作品発表会 

大会会長挨拶：福岡教育大学学長 飯田 慎司 

○参加大学授業作品 

  １．Behind the scenes of Christmas                         横浜国立大学 （指導：山﨑 朱音） 

  ２．Nature                                               共立女子大学 （指導：足立 美和） 

  ３．モツ太郎〜鍋ヶ島への旅〜                           岡山大学 （指導：酒向 治子） 

  ４．Be real ? Be yourself !                                  熊本大学 （指導：坂下 玲子） 

  ５．Forget-me-not ‐あなたと私の「勿忘糞」           湘北短期大学大学（指導：小笠原 大輔） 

  ６．JINRO                                    愛知教育大学 （指導：成瀬 麻美） 

○参加大学クラブ作品 

  １. Cercare                                           千葉大学 （指導：七澤 朱音） 

  ２．いきる                                  広島文化学園大学 （指導：高田康史） 

  ３．天使と悪魔                                    岐阜大学 （指導：熊谷 佳代） 

  ４．Oh!happy                                         武庫川女子大学 （指導：村越 直子） 

  ５．My sweet dreams                               岡山大学 （指導：酒向 治子） 

  ６．月の光に、幻影を憶う                            埼玉大学 （指導：細川 江利子） 

  ７．gE S taL t                                 愛知教育大学 （指導：成瀬 麻美） 

  ８．Encounters and Farewells                        福岡教育大学（指導：清水 知恵） 

  ＜エンディング＞ ：武満徹「波の盆」 

閉会式 

実行委員長挨拶：清水 知恵 

 

大会役員 

大会会長     飯田 慎司  福岡教育大学学長 

大会副会長    鈴木 明哲  日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門代表 

大会副会長    熊谷 佳代  日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会会長 

大会実行委員長  清水 知恵  福岡教育大学副理事／保健体育研究ユニット教授 

実行委員会    <第44回全国創作舞踊研究発表会中国・四国・九州地区実行委員会委員> 

          廣兼 志保（島根大学）・梶谷 朱美（島根県立大学短期大学部）・新山 順子 

                        （岡山県立大学）・高田 康史（広島文化学園大学） 

          舞踊研究会理事：熊谷佳代（岐阜大学） 廣兼志保（島根大学） 寺山由美 

                        （筑波大学） 山﨑朱音（横浜国立大学） 清水知恵（福岡教育大学） 

           福岡教育大学保健体育研究ユニット教員：市丸 直人 榊原 浩晃 兄井 彰  

             片平 誠人 本多 壮太郎 楢﨑 教子 樋口 善之 村川 誠 

           大学本部学生実行委員／福岡教育大学ダンス部 

舞台         舞台照明・音響：宗像ユリックス／アナウンス：本部学生実行委員会 

プログラム・表紙デザイン  清水知恵（福岡教育大学）・池邉夏帆（福岡教育大学ダンス部） 

 

(文責 :清水知恵 ) 
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コーディングによる領域別特徴 

―「初等教教育法」運動領域の模擬授業を対象に― 

 

 足立美和（共立女子大学） 

                               

研究の背景と目的 

本学 3 年生対象科目である初等教科教育法（体

育）は後期 14回で展開されており、翌年の教育実

習を控えて一人ひとりに基本的な知識と実践力を

身につけることを目的としている。その為、学習

者には十分な模擬授業の経験をして欲しいと考え

ているが、今までの傾向から教授法の知識習得が

不十分ではないかという懸念がある。より良い体

育授業の追究のために授業の質を検討するには、

多くの省察の方法があるが、本研究ではコーディ

ング（期間記録法）を用いて体育の模擬授業の学

習場面を分析し、領域別の特徴を明らかにするこ

とから、教員を目指す学生の体育授業における実

践力を高めるための一助とすることを目的とした。 

 

研究概要 

１．対象授業 

対象授業１；2023年 10～11月実施 

運動領域(除水泳)の模擬授業 40～45分 7回 

対象授業２；2024年 10～11月実施 

運動領域(除水泳)模擬授業 35～40分 5回 

２．研究方法 

（１）各運動領域の模擬授業のビデオ撮影を行う。

教員役はマイクをつけ指導言語を明瞭に記録した。 

（２）動画を元に各授業をコーディング（期間記

録）により学習場面を分析した。 

（３）2024年度は運動学習場面が授業全体の 50％

を超えるよう指導案を作成することを強調した。 

 

結果と考察 

１．2023年度の実践 

（１）全体の傾向 

全領域の授業を分析した結果、マネジメント

12.3％、学習指導 35.3％、認知学習 11.3％、運動

学習 41.1％となった。全体的に学習指導場面が多

く、運動学習場面の不足が明らかになった。 

 

図 1 2023年度 全領域学習場面の割合 

（２）領域別傾向 

全領域で運動学習場面は 38.1～44.4％となり、

10～20％運動学習場面が不足していた。器械運動

領域、表現運動領域では、認知学習場面が 20％を

超えていた。陸上運動領域では説明が長く、また

繰り返されていたため、学習指導場面が 49.5％と

全体の約半分となっていた。 

 

図 2 2023年度 運動領域別学習場面の割合 

以上の結果から、全体的に学習指導場面の割合

が多く、全領域において運動学習場面が不足して

いることが明らかになった。また、領域としては

陸上運動領域と体つくり運動領域の学習指導場面

の割合が多く、器械運動領域と表現運動領域の認

知学習場面の割合が多いという傾向が明らかにな

った。この結果を踏まえ、2024年度では運動学習

場面が 50～60％になるよう、強調して指導した。 
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２．2024年度の実践 

（１）全体の傾向 

全領域の授業を分析した結果、マネジメント

24.0％、学習指導 34.6％、認知学習 4.3％、運動

学習 37.1％となった。依然として学習指導場面の

割合が多く、運動学習場面の時間が不足していた。 

 

図 3 2024年度 全領域学習場面の割合 

（２）領域別傾向 

領域別にみると、運動学習場面は 28.8～50.9％

とばらつきがあった。 

 

図 4 2024年度 運動領域別学習場面の割合 

学習指導場面は、体つくり運動領域 49.2%、器械

運動領域 38.9%と非常に多く、学習時間の中でもっ

とも時間が割かれていた。表現運動領域では、30

枚の絵カルタを利用したことにより、口頭での場

面の説明を省くことができていたため、学習指導

の場面を 23.7％に抑え、運動学習の場面を 50％以

上確保することができていた。 

（３）場面転換数による比較 

2024年度の模擬授業について学習場面の場面転

換数を領域別に分析した結果、学習指導場面の多

い体つくり運動領域では 45回、器械運動領域では

33回の場面転換が行われていた。陸上運動領域は

20回と場面転換数は最も少なかったが、認知学習

が 18％であったことから運動学習が 28.8％とな

ったと思われる。表現運動領域では 27回であった

が、学習指導場面の教具の工夫から学習指導時間

を短くしたため、運動学習時間を確保できた。 

 

図 5 領域別学習場面の転換数 

2 年間の実践から、体つくり運動領域について

は、学習指導場面が多くなる傾向がみられた。こ

の領域では、多様な運動の活動を数多く入れ込む

特性があるためと思われる。 

 

総括 

体つくり運動領域は場面転換が多くなる傾向が

あること、表現運動領域では視覚的教具を用いる

ことで、学習場面を手短にできることという特徴

が認められたが、その他は共通する特性は明らか

にならなかった。学習場面の場面転換数について

は新たな知見が得られた。指導の要点として以下

の点が有効であると推察される。①学習指導は要

点を押さえ短い時間で計画する。②学習場面の転

換を最小限に抑え運動学習の時間を十分に確保す

る。これらを実現するには十分に教材研究を行い、

学習指導の教具を事前準備することが重要となる。 

 

《主な引用・参考文献》 

・高橋健夫他編著 体育科教育学入門 2002.4 大修館書店 

・文部科学省 小学校学習指導要領解説（体育編） 2024.9 

東京書籍 

・埼玉県立総合教育センター 体育の授業を改善する 4 つ

の視点 2013.3 

・体育授業研究会編 よい体育授業を求めて 2015.5 大

修館書店  

・令和 5 年度 国土交通省白書 厚生労働省 2023.11 取得 

・令和 4 年度 厚生労働白書 ―つながり・支え合いのあ

る地域共生社会― 厚生労働省 HP  2023.12 取得、他
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教員アンケートからみる表現運動・ダンス授業の困り事 

 

 

熊谷 佳代（岐阜大学教育学部） 

                               

１．はじめに 

筆者は教員養成課程を持つ大学に勤務し、県内

外で年間 200 名以上の教員を対象に研修会・講習

会を実施している。事前に研修会に対する教員の

要望や教員が研修で学びたいことを教育委員会な

どの研修担当者がアンケート調査を行い、それに

基づき対象に合わせた研修内容を決定している。 

また、以前の調査研究（熊谷,2014）や筆者が所

属するダンス研究会を通して得た知見や情報をも

とに、表現運動・ダンス学習の特性を踏まえた、教

員が「やってみたい。これならできそう。」と思え

る教材を探求し（熊谷，2025,2022,2022,2020）、教

員に提供してきた。 

しかし、教員の悩みは依然として変化しないこ

とを感じていた。このような【教育現場の問題解

決】は舞踊教育関係者の間では、重要課題の一つ

として捉えられており、令和 5 年度に開催された

第 43回全国創作舞踊研究発表会（岐阜大会）の研

究プロジェクト『舞踊研究会の今後の発展方向性』

では議題として挙げられていた。しかし、時間の

都合上ディスカッションが出来ず、継続課題とな

っている（2025,清水ら）。 

これらを背景に、本研究では、教員が抱える困

り事、悩み事、要望に関するアンケート調査を通

し、自身の教員研修の改善と教員養成および教師

教育研究に資する基礎資料を得ることを目的とし

た。 

 

２．研究方法 

(1) 対象者 

岐阜県教育員会主催の小・中学校体力向上マネ

ージメント講習および大学連携６年目研修受講者 

・小学校教員 74 名    

・中学校教員 71 名  

・６年目研修受講者（体育）45 名  計 190 名 

(2) 期日 

令和５年７月から８月に実施した。 

(3)調査方法 

自由記述による質問紙調査を研修会当日に実施

した。 

(4)分析方法 

記述された内容は KHcoder を用いて、テキスト

マイニング分析を行った。抽出された頻出語と特

徴語を集計した。 

 

３．結果および考察 

(1) 頻出語 

全ての群に共通して出現した上位語は「難しい」 

「苦手」「指導」「教える」「評価」「自分/自身」「曲」

（小学校と中学校）であった。（表 1） 

 

表 1 上位頻出語      

 

小学校

(1410語,123文)

中学校

(1771語,129文)

6年目

(961語,81文)

1 難しい ダンス ダンス

2 表現 生徒 生徒

3 ダンス 指導 評価

4 指導 動き 授業

5 動き 授業 難しい

6 子ども 難しい 子

7 評価 評価 興味

8 自分 創作 指導

9 曲 表現 自分

10 子 曲 少ない

11 学年 自分 知る

12 教える リズム 表現

13 苦手 教える リズム

14 高学年 単元 教える

15 仕方 抵抗 苦手

16 児童 イメージ 子ども

17 恥 苦手 自身

18 良い 子ども 創作
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教員に共通する困り事は、「何から始めればよい

のかわからない」「どのように教えたらよいのかわ

からない」「苦手な子どもへの指導」「曲の選定」な

ど指導内容や方法、具体的な手立てに関する悩み

が多い。また、「評価」も上位にあることから、教

員は子どもの目指す姿をつかめていないのではな

いかと考えられた。子どもに何を期待して、どの

ように学ばせるのか、「指導と評価」は教員の困り

ごとの大部分を占めていると言える。さらに「自

分自身に苦手意識がある」ことから表現運動・ダ

ンス授業は「難しい」と感じていることが浮き彫

りとなった。 

(2) 特徴語 

それぞれの特徴的な語は、小学校教員は「難し

い」「学年」、中学校教員は「創作」「抵抗」「単元」、

体育を専門とする６年目研修受講者は「興味」で

あった。（表 2） 

 

表 2 対象ごとの特徴語 

 

小学校では、恥ずかしい気持ちが強くなる時期

に差し掛かる「高学年」の指導が難しいと感じて

いることが読み取れた。中学校では、1単元の時間

数が増えることから、見通しを持った「単元」指導

計画に悩みを抱えていること。また、人前で動く

ことや「創作」ダンスに「抵抗」感がある生徒への

対応に苦心していることが推察された。６年目研

修受講者は、生徒の関心が流行りのダンス（アイ

ドルダンスなど）の「現代的なリズムのダンス」に

偏っているため、他のダンスへ「興味」を持たせに

くいという困り感を持っていた。 

 

３．まとめ 

 本研究を通して、教員の困り事の解決に向けて、

以下の示唆が得られた。 

＜小学校＞ 

・各学年の学習内容に沿った具体的な方法や手立

ての提示 

・高学年の「恥ずかしさ」への対応 

＜中学校＞ 

・ダンスに対する教師の苦手意識の軽減 

・単元指導計画の設計および評価と指導の一体化 

・アーティストのコピーダンスからの脱却 

 

何をどのように教えるか。いかにその内容を学

ばせるのか。どうすれば積極的に表現できる/踊れ

るようになるのか。「踊る（真似る）」楽しさだけで

なく「つくる」楽しさを感じさせるために単元を

通してどのように指導するのか。教員の悩みは尽

きることがない。今後の筆者の課題として、熟達

教師の表現運動・ダンス学習の実践的知識を明ら

かにすることで、その問題に迫りたい。 

 

参考文献 

・清水知恵,廣兼志保,熊谷佳代,他 3 名（2025）研究

プロジェクト報告書「舞踊研究会の今後の発展方

向性」,舞踊教育学研究第 26 号,pp36-40 

・熊谷佳代（2025）ダンス教材：「はぁ？て言うダン

ス」実践発表,JAPEW SUMMER SEMINAR 2025  

・熊谷佳代（2022）ダンス教材：「タオルダンス」， 

実践発表,第 42 回全国創作舞踊研究発表会（千葉

大会）ワークショップおよび第 16 回 JAPEW ダンス

ムーブメントセミナー2022  

・熊谷佳代（2022）ダンス教材づくり：ディスタン

スダンス「いろはにほへと」の実践，舞踊教育学

研究第 23 号,pp3-8  

・熊谷佳代（2020）創作ダンス指導法「つながる・く

ぐる」作品作りから発表まで,舞踊教育学研究第21

号,pp46-47  

・熊谷佳代・中川裕紀子（2014）岐阜県の中学校に 

おけるダンス授業の現状と課題,岐阜大学教育学 

部研究報告（教育実践研究）16,21-28 

小学校 中学校 6年目

難しい .253 ダンス .275 ダンス .177

表現 .195 生徒 .250 生徒 .155

子ども .171 指導 .200 評価 .150

動き .154 創作 .162 少ない .140

評価 .145 動き .130 授業 .135

自分 .138 抵抗 .129 知る .111

子 .129 単元 .127 子 .104

学年 .108 曲 .127 興味 .098

仕方 .096 授業 .123 自身 .083

苦手 .095 リズム .118 リズム .082
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身体での鑑賞体験ワークショップに関する研究 

〜平成国際大学附属サトエ美術館における『ダンス・ミュージアム』の試み〜 

 

幅田彩加（平成国際大学） 

                               

１．はじめに 

令和５年度より平成国際大学に美術館が附属と

して設置され，「美術館のある大学」となった．そ

の新たな環境を活かし，豊かな身体と発想力を育

む学びへの可能性として，美術館における『ダン

ス・ミュージアム 〜身体での鑑賞体験ワークショ

ップ〜』の企画を試みた． 

美術館には様々な彫刻作品や美術作品が展示さ

れており，その作品達には作者のメッセージや意

図が込められている．それらを視覚だけでなく，

触覚や聴覚などの身体の持つ様々な感覚を使って

鑑賞していく.そして,様々な想像と創造の出発点

となることを目指す．このような受け身としての

鑑賞ではない，芸術作品と交流する能動的な体験

を太田（2006）は「身体での鑑賞体験」としている． 

このような身体での体験は,自己との関わりを

も深めると思われる.坂本（2023）は「からだが変

わると世界が変わる」とし,そして「からだが変わ

ると私が変わる」と述べている.身体での鑑賞は自

分の見える世界や自己を変えていく体験にもなり

えるのではないだろうか. 

よって本研究では，美術館にて身体表現のワー

クショップを試み,参加者の反応や変化を調査す

る.そして身体での鑑賞体験がどのような学びを

生み，可能性を拓いていくのかを明らかにする． 

 

２．ワークショップの概要 

2023 年 10 月 22 日(日)に平成国際大学付属サト

エ美術館にて開催.本美術館には,オーギュスト・ロ

ダンやアントワーヌ・ブールデルをはじめとする

美術作品が幾つかの部屋に分かれて展示されてい

る.美術館に併設している屋外の庭園にも多数彫

刻が展示されており,足元は芝生で,裸足になるこ

ともできる. 

今回は主催の筆者だけでなく,進行内容を教員 M

氏,美術館ガイドは学芸員 E 氏にも協力を得た. 

また事前に,彫刻に触発されたダンス作品を筆者

が創作.それを参加者が鑑賞する時間も設けた. 

 

３．研究方法 

 ワークショップ 参加者 58 名(高校生)に対して

事後にアンケート調査を実施． 

・アンケート項目：質問①満足度（５段階評価）/

質問②印象に残った活動（自由記述）/質問③全体

の感想や気付き，要望など（自由記述） 

 

 

 
 

 

４．結果及び考察 

１)参加者の満足度 

ワークショップ参加者に満足度を５段階評価で

質問した結果,「とても満足」83%（48 人）,「満足」

14%(8 人),「どちらとも言えない」3%(２人)であり,

参加者の 97%が充実した時間を過ごせていた. 

 

写真 1  屋外にて彫刻と人の関わり 

 

 

写真 2  彫刻に触発されたダンス作品披露 
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２)印象に残った活動 

参加者の「印象に残った活動」についての回答デ

ータから,使用単語を抽出し,頻出回数を名詞と動

詞毎に図１・図２に示した.その結果より,印象に残

った活動は以下のようにまとめられる. 

• 彫刻との関わり（彫刻に触れる，乗る） 

• 屋外の開放的な空間（多様な動きを伴いな

がら走り回る，彫像と一緒にポーズ） 

• 他者との関わり，触れ合い 

• 表現への気づき，動きの発見が多い内容 

• 身体表現に発展していく内容 

 

 

 

 

３)ワークショップ全体を通しての気付き・変化 

ワークショップ全体を通しての参加者の感想を,

気づき・変化の観点からカテゴリー化.その結果を

もとに,身体による鑑賞体験ワークショップの学

びの図解化を行った（図３）. 

参加者は,「自由な表現」と「新しい動き・動き方」

に触れたこと,そして非日常的な体験の三つの大

きな要素によって気づきや変化を起こしていた.

更に細かい観点で見ると,８つの要素に分けられ

る.それらによって,思っていた以上に多様な身体

表現や表現方法があることを知り,自分自身の表

現の幅の広がりを感じていた.このような表現の

幅の広がりは,「新しさ」を伴う経験をしたことに

よるものである. 

 また,様々な気づきや変化,表現の幅の広がりが

起こったことを参加者達は「楽しい」と感じてい

ることが明らかとなった.そして,その「楽しい」経

験が,今後のダンスや創作への意欲的な気持ちを

芽生えさせていた. 

 

 

５．まとめ 

 本ワークショップでは，彫刻などの美術作品と

身体で関わりながら，自分の感覚の中に落とし込

み，作品を理解し，動きを創造していく．その過程

で，表現の幅は多様に広がっていく．また，美術館

という非日常の空間や屋外という開放的な空間，

人との関わりの中でも参加者は様々な気づきや変

化を生じさせ，自由な発想や表現を育んでいた． 

 本試みは，身体を通して多様な気づきや変化を

生じさせ，発想力を育み，身体表現の楽しさと可

能性を拓いていくものであることが示唆された． 

 

引用参考文献 

・太田一枝（2006）野外彫刻のある空間におけるダン

スワークショップの試みー大原美術館における教育

普及活動の中での実践―.Research Journal of 

JAPEW 23:75-85 

・村田・太田(2007)ダンスとアート・ミュージアムと

の出会い．第 59 回舞踊学会大会シンポジウム報告 

・坂本拓弥(2023)体育がきらい．筑摩書房

図 1「印象に残った活動」頻出単語〈名詞〉 

 

 

図 2「印象に残った活動」頻出単語〈動詞〉 

  

  

図 3 鑑賞体験ワークショップの学び 
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能楽の歴史 

 700年の洗練を体感する 

 

観世流能楽師 今村嘉太郎 

                               

１．はじめに 

能楽は、今から約 650年前の室町時代に観阿弥・

世阿弥親子によって大成され、一躍人気の芸能と

なりました。江戸時代には幕府の式楽に定められ、

今日まで一度も途切れることなく伝承されてきた、

日本を代表する伝統芸能です。 

謡（歌）・舞（踊り）・囃子（音楽）に加え、能面を

かけて装束（衣装）を身につけ、物語を表現する

――現代にたとえるなら、音楽・舞踊・演劇が融合

した“ミュージカル”のような総合芸術と言えるで

しょう。 

私は祖父の代から能を継ぎ、三代目にあたりま

す。初舞台は 2 歳半。物心がつく前から稽古を受

け、舞台に立っていました。大学卒業後に内弟子

修行を経て、30歳で独立。能楽師になるためには、

流儀ごとに定められた試験に合格する必要があり

ます。 

 稽古の中心は「型（動き）」を身につけることに

ありますが、物語の内容や型の意味などは詳しく

教えられず、自ら考え学ぶ姿勢が求められます。

能は、型の積み重ねの中に個々の解釈を見出して

いく芸能でもあります。 

先日のワークショップでは、「能が約 650年続い

てきた理由」を身体で体感するような経験をしま

した。 

 テーマは「新しい能の動きを創ろう」。参加者の

皆さんに実際の能の型を体験していただき、その

上で新しい動きを創作してもらいました。 

私たちの考えでは、「舞」と「踊り」には違いが

あります。舞は空間を移動しながら表現する“移動

の芸術”、踊りはその場で表現する“点の芸術”です。

そして能の舞は、写実ではなく“抽象的”に表現し

ます。この抽象的な表現は、長い歴史の中で先人

たちが試行錯誤を重ねた末にたどり着いた到達点、

あるいは通過点なのかもしれません。 

ワークショップでは、「対象物を見る動きを創作

する」という課題に取り組んでいただきました。

短い時間の中で皆さんが創り出した動きは、具体

的な表現が多く、いきなり抽象的な動きを生み出

すことの難しさを実感しました。 

 そこに、能の歴史と先人たちの試行錯誤の重み

を感じたのです。 

能や日本文化は「引き算の芸術」とも言われま

す。しかし、引き算は“引くもの”があって初めて成

立します。かつて能もより写実的に演じられてい

た時代があり、時を経て何度も変化を重ねる中で、

先人たちは常に新しい表現を模索し続けました。

その結果、抽象化という形にたどり着いたのだと

思います。 

 抽象化とは、単なる省略ではなく、時代に合わ

せた“創造的な挑戦”の結果なのです。 

現在でも「新作能」と呼ばれる新しい作品が作ら

れています。その際も基本は既存の型を組み合わ

せて構成されますが、新たな動きを生み出すこと

は容易ではありません。リアルな動きを一度考え、

それを削ぎ落としていく「引き算の創作」こそが、

新しい能を形にする近道だと感じています。 

伝統とは、過去を守ることではなく、常に新し

い挑戦を重ねていくこと。 

 能が約 650年にわたり受け継がれてきた理由は、

この「挑戦し続ける伝統」の姿勢にあるのだと思

います。 

世阿弥が残した言葉に、「初心忘るべからず」「離

見の見」などがあります。 

 室町時代を生き、能楽を大成させた世阿弥の言

葉は、約 650年以上経った今でも私たちの心に響

き、深い感動を与えてくれます。興味を持たれた

方は、ぜひ世阿弥の著書『風姿花伝』を手に取って

みてください。現代語訳も多く出版されています。 

今回、ワークショップを通じて出会った生徒の
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皆様、先生方、関係者の皆様、そしてこの文章を読

んでくださっている皆様に、能をはじめとする日

本の芸能がもつ魅力や精神の一端でも感じていた

だけたなら幸いです。 

 皆様の中に、少しでも「日本の文化って面白い」

「もっと知ってみたい」という思いが芽生えたな

ら、それこそが伝統の力だと信じています。 

 

 

 

≪写真 ワークショップの様子≫ 
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動きのダイバーシティ 

～身体感覚と情報から広がる動きの可能性の模索～ 

 

大島匡史朗（振付家・ダンサー） 全 3回（各回 1時間 10分） 

                               

1. はじめに  

「多様性を受け入れると社会が崩壊するのでは

ないか」私が過去に参加した映画の上映イベント

での、議論の時間で出た発言である。事実、多様で

あることに恐怖を抱く感覚が存在する。他者の違

いを受け入れることは、自身が違うことを受け入

れる行為でもあり、同じ文化的背景を持つ人々が

国民の大半を占めるこの日本では、“分かりやすい

違い”に触れる機会が少なくその感覚への親しみ

が薄い。そして差異は、集団の中で危険視され排

除される事も多くある。しかし、この社会に多様

性は既に存在している。そして私達はそれを認識

している。 

このワークショップでは自身の動きの語彙を増

やし変化させていき、動きの多様さを通して他者

との違いを可視化することを目的とした。自身の

動きの変化を許すことは、高速化していく社会の

変化に対応する助けとなるのではないか、他者と

の違いを知る行為は自己を許容していく助けとな

るのではないか、そして動きを新たに産み出す力

はダンスを専門的に学んでいる方にとって有用で

あると考え、今回のワークショップの内容とした。 

 

2. コンテンポラリーダンスと今回用いた

システム 

コンテンポラリーダンスとは、フランス発祥の

表現方法に決まったルールのない自由な身体表現

である。ルール化された舞台芸術からの脱却の意

図もあり生まれた。今回のシステムは既存ダンス

の脱却を目的とした私の過去作“The Place of Us”

から引用したものである。 

 

【“The Place of Us”について】 

ストリートダンサー5 名、バレエダンサー3 名、

コンテンポラリーダンサー4 名それぞれの動きを

前半で上演。その後、画像生成 AI“ Stable 

Diffusion”によって生成された違和感のある画像

（画像 1，2）をトレースすることで、ダンサーそ

れぞれの既存スタイルからの脱却を図る作品。（作

品映像 https://youtu.be/6FZ02xGACjw） 

  

画像 1，2  Stable Diffusionにより生成 

 

【システム】 

1) 生成画像を自身の身体で真似をする。 

2) その形のままで動けるかどうか確認 

3) その形で得る違和感などの身体の感覚を保っ

たまま、形が変わっても動けるか確認 

4) 自分のダンスジャンルと、新たに得た感覚を

切り替えながら動いてみる 

5) どちらの感覚も使って動く 

 

3. ワークショップの内容（1・2回目） 

1，2回目は参加者の様子を見つつ、進行や細か

い部分は随時変更しながら進めた。大まかな内容

は以下の通りである。 

1) 歩きの観察 

複数グループに分かれて、1 グループずつ会場

を横切るように歩く。待っているグループは歩き

方を観察する。同じことを逆の順番で繰り返し、2

回目は自身の歩き方も含めて再度観察した。 

日常的な動作は無意識に行っている為、意識的

に観察しないと違いが見えてこない。後半に大き

く動く段階で多くの違いに気づく為の思考の準備

https://youtu.be/6FZ02xGACjw
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も兼ねている。 

そして他者の動きの観察をすることで比較対象

を得る事ができる。自身の動きを分析できる状態

を作る為、複数のグループ分けとした。 

2) ウォームアップ 

まず骨盤から背骨周りの動作確認から始まり、

動的ストレッチをメインとしたウォームアップを

全員で行った。その後、身体の各部位で空間に線

を描くなどの即興的な動き行い、空間と動きの関

係性について意識して動いた。 

3) 骨格と動きの理解 

プロジェクターを利用し骨格を映像で見てもら

いながら、肋骨、背骨、肩甲骨、鎖骨、胸骨などの

胴体の骨格と、その役割について、動きの観点か

ら説明した。実際はウォームアップ中、理解した

方がより動きがスムースになると感じた際に、都

度解説を行った。 

4) AI画像で動く 

グループ A と B に分かれて実施。A グループは

図 1 のような生成画像を元にポーズをとる。B グ

ループは事前情報無しに A のポーズ見た後、使わ

れた画像を見てもらう。これを交互に行い、動き

に発展させていった。徐々に画像を動きにしてい

くそれぞれの方法が見つかっていき、最終的にグ

ループで相談して画像を選び、より動きやすそう

な画像を探すなどの行動も起きた。 

5) AI画像で動く人の真似をする 

自他で画像の理解の仕方も視点も違うというこ

とを身体でも感じる為に、他者が画像を元に動い

ているのを真似して動いた。そもそもの身体が全

く違う他者の動きは、自身からは自然には生まれ

ない。他者を介した画像の理解と、他者の動きか

ら新しい動きを得るということを行った。 

6) 音楽に合わせて動く 

多様な音楽に合わせて、これまでの動きや感覚

を応用しながら踊った。“The Place of Us”内で

も行ったように、私の指示で全体の形を変えたり、

2 人ペアになって踊ったり、情報を常に吸収しな

がら踊った。踊りと鑑賞それぞれのグループに分

かれて実施した。 

 

 

7) 質疑応答 

講師への質問の時間を 5 分程とった。国内外で

踊ることへの質問、学校へのアウトリーチについ

ての質問、ワークショップに関する質問など。 

 

4. 3 回目の内容 

1，2 回目の参加者と大きく違い、3 回目の参加

者の大半がダンス初心者または未経験であった。

ワークショップの大半は身体感覚にフォーカスし

たものであり、そもそものダンスへの興味が薄い

のであれば、実践的な内容とすべきだと考え全体

の内容を再構成した。 

前半は今回のワークショップで行っていること

を説明、簡単に体験してもらい、後半のほとんど

を質問会とした。実際に講師が小学校で行ってい

る授業の内容など、より実践的な知識の共有を行

った。現場での教職員からの質問もあがり、参加

者同士で身体を使ったゲームを体験してもらった。 

 

5. 全 3回を通して 

参加者の受講の目的が各回で違っていた為、そ

れぞれの回に合わせたワークショップとなった。

目的の違いは無意識に発生しており自覚のないこ

とも多く、受講者が自身の目的設定を明確にでき

るとより建設的に進められると感じた。全 3 回と

も受講者はとても楽しそうで、遊ぶように学習す

るというワークショップとなった。 

それぞれの動きを新たに産み出し、それを他者

の前で発表するということは慣れない者にとって

とても大きなリスクを感じることが多い。ルール

を設定し、責任の所在が講師側にあると明確にす

ることで、ある程度まで羞恥心などは排除するこ

とができる。心理的安全性を確保し、かつルール

の設定を行うことで動きの可能性は大きく広がる。

自身が無意識に設定している“ダンスとはこうい

うもの”といった概念は、新たに設定したルール

で補強することも壊すこともできる。 

今回のワークショップでは変化していく参加者

を評価し肯定していくことで、全体が進むべき方

向を体感させるように意識した。 
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身体・空間表現 ワークショップ 

―身体と空間との対話から生まれる表現― 

 

白澤 舞（長野県立大学） 

１．はじめに 

筆者は、誰もが本来持っている踊るという力、

一人ひとりのかけがえのない身体から生みだされ

るダンスは、どうすれば解放されるのかを探求し

てきました。今回のワークショップは、こうした

問題意識から、これまで行ってきた舞踊家 Trisha 

Brown(1936-2017)の研究と保育者養成校での教

育実践を通して学んできたことを皆さんと分かち

合いたいと考えて企画・実施したものです。 

Brownは、半世紀に渡りNYを拠点に旺盛な作

品創作を通して“ダンスとは何か”という根源的

な問いを続けた振付家です。“これはダンスなの

か？”と評されるような実験的な作品から、バレ

エの殿堂といわれるパリオペラ座バレエ団への振

付まで多様な作品を創作し、バレエ界のアカデミ

ー賞とも称される「ブノワ賞」を授与されるなど、

世界的に評価されています。 

しかし、彼女は元々ダンサーを目指しており、

振付家になるとは考えられなかったと述べていま

す。そんな彼女がなぜ振付をするようになり、生

涯にわたって旺盛な創作活動を継続できたのでし

ょうか。その要因は、ワークショップの事前資料

でも共有させていただいた次の彼女の言葉に象徴

されていると筆者は考えています。 

 

「現代の振付家はダンスを創作する「方法」そ

のものを自ら自由に考案する権利を持つのだと

私は理解した」(Trisha Brown: Dance and Art 

in Dialogue, 1961-2001, 2002, p290.) 

 

「人の身体はジェスチャーやポーズ，タイミン

グ，空間を内包する容器のようなものだと考え

ている．個人によって多様な性質を持つそうし

た容器と，外部の空間とが対話を試みることで，

振付作品が生まれていくのだと私は考えている．

3 次元の空間が人の身体の動きによって変容す

ることをパフォーミングアートだとすると，そ

の可能性はまだまだ拡がり続ける」 

(『INVITATION』July 2006 No.41, p105．) 

 

このふたつの言葉をまとめると、「誰もが個人に

よって異なる唯一無二の身体(空間)を持っており、

その身体は外部空間(他の身体を含む)と対話する

ことができ、その対話によって空間が変容するこ

とがダンスであり、対話しやすい(空間変容を生み

やすい)「方法」を考案することができる」と整理

できます。Brownは実際に、身体教育においては、

一人ひとりの身体が生来持つ可動性(対話可能性)

を最大限に高めることを目指したトレーニングを

行い、創作方法においては、空間との対話を生じ

させる構造的なルールやアイデアを考案し、他者

と共有することで協働して作品創作を行いました。 

こうした Brown から学んだ考えと実践を手掛

かりに、筆者は、教育実践において、保育者養成校

の学生とともに“いまのわたしたちが”対話しや

すく、対話が生じやすい構造的なルールやアイデ

アを考案し作品創作を行ってきました。 

そこで、今回のワークショップでは、1回 70分

という短い時間の中で、全国から集まる皆さんと

一緒に一人ひとりが身体の思考を働かせて対話で

きる空間を生み出したいと考え、プログラムを考

案しました。 

 
図 1. WS会場「四塚」（出典：宗像ユリックス HP） 
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２．ワークショップ概要 

 ワークショップ会場は、宗像ユリックスの「四

塚」という 63 畳の大和室でした(図 1)。バックが

ガラス張りで屋外の景色が背景になるステージが

あり、両側は障子とふすまが並んでいるとてもユ

ニークで素敵な空間でした。そこで、次のような

プログラムを企画・実施しました。 

１）空間を感じながら動く 

 はじめに、身体の内部空間（自分の身体）と外部

空間（他者の身体を含む会場全体の空間）に意識

を向けながら動きました。前後左右ランダムに歩

きながら、見回したり腕を伸ばして梁や天井の高

さを確かめたり、足の裏に感じる畳の柔らかさを

感じたり、空間全体の大きさや人の密度の中で、

自分が今どこにどのように存在しているのかを感

じて動きました。能動的に動きつつ、動いている

身体の感覚を受動的に感じながら動くことで、自

分の心身の状態と周囲の空間との関係性を把握し、

今ここに在るこの空間で対話するためのウォーム

アップをしました。 

２）空間的特徴を生かしたルールを使って動く 

 次に、筆者が事前に会場の写真を見て、皆さん

とやってみたいと考えておいた、ごく簡単で誰で

も直ぐに自分の思考や感性を発揮させて動けるよ

うなルールを使って動きました。 

１つ目は、畳の縁のラインがとても印象的で美

しかったので、端から一定の速度で歩き１往復半

（①行く→②帰る→③行く）するというもの。１

列ではじまり、途中、各自が好きなタイミング・配

置で留まる（その場で止まっていても良いし動い

ていても良い）、列が折り返して来たら列に戻って

歩き、最終的に反対側の端に１列に収束するとい

うルールでした。なお、全員が留まってしまうと、

列が消失してしまうので、誕生日が奇数か偶数で

わかれてもらい、①の間に留まるか、②の間で留

まるかをあらかじめ決めておきました。 

２つ目は、両側のふすまと障子を開けて登場す

るというもの。廊下に出て、閉じたふすまや障子

の後ろに７～９人ずつスタンバイ。各自１～１０

までの数字から３つの数字を選んでおき、ゆっく

りと１０回手拍子をする間に、①開けて出る→②

閉めて隠れる→③開けて出る、ということをしま

した。グループごとに見合いながら、こんな風に

出てきたら面白そうなど、開ける幅や速さ、開け

て現す身体の動きを思いつくままに工夫しました。 

３）正座から始める“からだしりとり” 

 最後に、７～９人ずつのグループになり、正座

からはじめ、一人ひとり思いついた動きをしりと

りのように繋げ、配置を考えるという手順で作品

を創作し、ショーイングをして終わりにしました。

ショーイングでは、音楽の有無や曲調の違いで感

じ方や見え方が変容することも体験しました。 

 

 

図 2.，図 3. ショーイングで披露された作品 

 

３．おわりに 

当初、参加者は 30名程度×３回と予定されてい

ましたが、実際には 1回目 14 名、2回目 52名、

3回目 24名と大きな差が生じました。実は、1回

目に来る予定のグループが誤って 2 回目に参加し

てしまったのですが、その“間違い”がかえって面

白い結果を生みました。少人数で静穏な雰囲気で

自己に向き合いつつ各々を表現する回、大人数で

にぎやかな雰囲気で、競い合うように自己を表そ

うという気概にあふれる回など、それぞれが全く

異なる対話が生まれる空間となり、予定通りでは

得られなかった多様な学びにつながりました。 
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日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会 

令和６年度総会議事録 

 

日時：令和６年１２月２１日（土）14：10－15：10 

場所：宗像ユリックス 

 

審議に先立ち事務局長廣兼より出席者並びに委任状により総会が成立している旨報告があった。 

 

会長挨拶 熊谷佳代会長より挨拶があった。 

議長選出 足立美和先生が選出された。 

 

【報告事項】 

１．令和６年度活動報告 

（１）理事会開催（年 3回） 

１）令和 6年 9月 13日（金）10:00～（オンライン会議） 

（議題）・第 44回全国大会(福岡大会)の進捗状況について 

・「舞踊教育学研究」第 26号の編集進捗状況について 

・次年度の役員選出について 

・次回大会について 

(報告事項)・入退会者について 

２）令和 6年 12月 3日（月）13：00～（オンライン会議） 

（議題）・令和６年度総会議案について 

・令和７～8年度の役員選出について 

・令和７年度以降の全国大会について 

(報告事項)・「舞踊教育学研究」第 26号の編集進捗状況について 

・第 44回全国大会の進捗状況について 

３）令和 6年 12月 16日(月) 10:30～（オンライン会議） 

（議題）・次年度の理事会の体制について 

（２）第 44回全国創作舞踊研究発表会（福岡大会） 開催 

１）期日：令和 6年 12月 21日(土)・22日（日） 

２）主催：日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門 

      日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会 

   主管：福岡教育大学・第 44回全国創作舞踊研究発表会実行委員会 

３）内容：教員研究発表会，ダンス作品発表会，ワークショップ，学生交流会 

舞踊研究会報告 
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２．令和５年度決算報告 

 事務局より資料に基づき報告があり，承認された。 

 

３．令和６年度決算中間報告 

 事務局より資料に基づき説明があった。 

 

 

４．編集事業報告 

『舞踊教育学研究』（Japan Journal of Dance Education）第 26号発刊（電子ジャーナル）につい

て，山﨑編集委員長より進捗状況の報告があった。 

 

 

５．その他 

令和 6年度入会会員（1名）についての報告及び新入会員からの挨拶があった。 

入会会員（敬称略）眺野 花(関西大学大学院) 

 

【協議事項】 

１．令和７年度以降（第４５回大会以降）の全国大会について 
会長より資料に基づき説明があり，承認された。 

令和７年度は北海道・東北・関東地区が担当し，研究発表のみの大会開催となる。 

 

２．令和７年度活動計画案 

（１）理事会の開催（年３回） 

オンラインおよびメール会議により開催予定 

（２）第 45回全国創作舞踊研究発表会開催 

１）期日：未定 

２）会場：未定 

３）主催：日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門 

      日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会 

   主管：未定 

４）内容：教員研究発表会など(仮) 

（３）『舞踊教育学研究』第 27号の発刊 

 

３．令和７年度予算案 
事務局より資料を基に説明があり，承認された。 

支出の費目「全国大会補助金補填費」が「全国大会準備費」に変更され，大会開催の準備に使用

できるようになった。 
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４．令和７～８年度役員の選出について 
会長より以下の案が提案され，承認された。 

木山慶子先生(会長) 七澤朱音先生(事務局) 羽岡佳子先生(大会担当) 成瀬麻美先生(編集委員

長) 高田康史先生(編集事務局) 

 

 

【事務局よりお知らせ】  

●入会のご案内 

「日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会」入会の手続き 

  本研究会の趣旨に賛同され，舞踊教育のよりよい研究・実践を求めるために，多くの方々が本研究

会に参加されることを願っています。本研究会へ入会を希望される方は，次のような方法で手続きを

お願いいたします。  

１．本研究会事務局に e メールにてご一報下さい。下記の資料をお送りいたします。 

  １）本会規約 ２）入会申込書 

２．入会申込書に必要事項をご記入の上，本研究会事務局までご返送下さい。 

入会申込書には，推薦者の署名と押印が必要です。 

３．年会費を下記の口座にお振り込み下さい。 

 

 

●未納年会費がある会員の皆様にお願い 

  これまでに年会費を納める機会を逸してしまった方がいらっしゃいましたら，是非，未納分の年会

費を下記の口座にお振り込み下さい。 

  年会費は 5,000 円です。全国大会への参加・不参加に関わらず毎年お納め下さい。 

  ご不明な点は，事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。 

 

年会費( 5,000円)振り込み先口座情報 

ゆうちょ銀行 

    記号番号：10630-01598721    口座名称：舞踊研究会（ブヨウケンキュウカイ） 

  他銀行から 

    店名：〇六八（ゼロロクハチ）  店番：068    普通 0159872 

お振込みの際は、13 文字以内でご氏名をご入力くださいますよう、お願いいたします。 

 

●異動等による会員情報の変更や退会の連絡についてのお願い 

  異動や退職等により所属や連絡先に変更がある場合，また，本研究会を退会される場合は， 

本研究会事務局に e メールにてお知らせ下さいますようお願いいたします。 
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●舞踊研究会理事(令和 7・8年度) 

 舞踊研究会会長    木山 慶子（群馬大学）  

 舞踊研究会副会長   成瀬 麻美（愛知教育大学） ＊『舞踊教育学研究』編集委員長兼任 

事務局長       七澤 朱音（千葉大学） 

 編集委員会事務局   高田 康史（広島文化学園大学） ＊HP担当併任 

大会担当理事     羽岡 佳子（東京成徳大学） 

 監事         熊谷 佳代（岐阜大学）・寺山 由美（筑波大学） 

                        

『舞踊教育学研究』編集委員 

            山﨑 朱音（横浜国立大学） 

            幅田 彩加（平成国際大学） 

 

 

●事務局連絡先 (令和 7年 4月 1日より変更になります) 

〒690－8504 松江市西川津町 1060              〒263－0022 千葉県千葉市稲毛区弥生町 1－33 

島根大学 教育学系 廣兼研究室気付       変更⇒  千葉大学 教育学部 七澤研究室内 

E-mail：kyodaikyo.buyo.jimu@gmail.com         kyodaikyo.dance.officer7@gmail.com 

(令和 7 年 3 月 31 日まで)                        (令和 7 年 4 月 1 日より) 
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「舞踊教育学研究」編集規定 

 

(１) 本誌は，日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会の機関誌として発行す

る。 

(２) 本誌は，本研究会会員の総説，原著論文，実践研究，研究資料，評論，その他及び会員の内

外研究活動に関する記事等を編集掲載する。 

(３) 本誌の発行回数は，原則として，年１回（３月）とする。 

(４) 原稿の取扱及び掲載の時期については，編集委員会が委嘱した複数の審査員の審査結果に基

づき，同委員会において決定する。 

(５) 本誌の編集事務についての問い合わせについては，「舞踊教育学研究」編集委員会とする。 

 

編 集 委 員 

 

○ 成瀬 麻美    高田 康史    山﨑 朱音    幅田彩加  

○印は編集委員長 
 

 
編 集 後 記 

本号では、舞踊教育の世界でご活躍された坂下玲子先生の巻頭言を頂戴するとともに、研究資

料・第44回全国創作舞踊研究大会の報告など、多岐にわたる内容を掲載することができました。こ

こに御礼申し上げます。 

また、本号が発刊される令和７年度には、全国創作舞踊研究大会の歴史の中で、初めて研究発表

を主体とする会が開催されました。この会の在り方として不易と流行を大切にしつつ、未来に繋げ

ていきたいと考えております。 

（Y・T） 

 
 

 

 

 

表紙の３本の線は，研究，教育，作品創作（発表）の三つを意図。研究，作品創作（発表）は

継続を表す直線で，教育は，人々が集い，支え合って一つの線になるよう，点線で示した。 

舞踊教育学研究 第２７号 

令和 ８年 ３月 ３１日発行 

編集・発行 日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門 舞踊研究会 

「舞踊教育学研究」編集委員会 

〒731-4312 広島県安芸郡坂町平成ヶ浜３丁目３−２０ 

広島文化学園大学スポーツ健康福祉学科 高田康史研究室 

 



 36 

「舞踊教育学研究」投稿規定 
 

Ⅰ和文規定 

1.本誌に投稿できるのは，共著者を含め，日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会会員

とする。 

2.投稿できる論文の種類は，舞踊教育に関する総説，原著論文，実践研究，研究資料(以上査読有り)，評

論，短報，研究ノート，実践ノート(以上査読無し) のいずれかに該当するもので，完結したものに限る。 

3.原稿は，Word で作成するものとし，A4 版白無地用紙に完全原稿として作成する。本文は 10.5 ポイント

の明朝体を使用し，22 字×43 行×2 段を以て 1 ペー ジとする(余白設定 上 30mm 下 25mm 左右 22mm 段

間約 2 文字分)。本文はひらがな現代仮名遣いとする。外国語を仮名書きにする場合は，カタカナとする。

また，本文及び文献表の左側に行番号(ページごとに振り直し)を付加する。 

4.総説，原著論文，実践研究，研究資料は，原則として，1編につき，図表，抄録を含めて，刷り上がりが 

10 ページ以内とする。評論，短報，研究ノート，実践ノートは 6 ページ以内とする。この枚数を超過し

た場合や特殊な編集を要した場合には，その費用は，投稿者の負担とする。校正時の大幅な加筆や削除は

認めない。 

5.文献は，本文の最後にアルファベット順に記載し，本文中の該当箇所に文献番号を，半角上付き文字(片

括弧閉)で，(例)1)，2)のように表記する。文献の記載は以下を原則とする。 

イ)単行本 著者名(西暦年).書名.発行所:出版地.(必要に応じてページ p.または pp.). 

ロ)雑誌論文 著者名(西暦年).論文名.雑誌名:巻(号):ページ. 

ハ)WEB サイト 

著者名(発行年)WEB ページの題目.WEB サイトの名称，URL，(参照日) 

6.注をつける場合は，本文中のその箇所に，半角上付き文字(片括弧閉)で， (例)注 1)，注 2)のように通

し番号を付し，本文と文献表の間に一括して記載する。 

7.査読ありの投稿論文の原稿には，欧文抄録および和文抄録(抄録和訳文)を添える。 

イ)標題ページには，論文名，著者名，所属機関名(組織が大きい場合は部所名まで)とそれらの英訳を記

載する。連絡先(住所)は 1 頁目本文内に記載する。 また，論文の種類を 1 頁目左上に記載する。 
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